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グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）

〒530—0005　大阪府大阪市北区中之島5丁目 3—51
＊お車でのご来場はお控えください．

■シャトルバス
JR大阪駅より，リーガロイヤルホテル行（無料）下車すぐ
■電車でのアクセス
京阪電車中之島線「中之島駅（大阪国際会議場）」2番出口すぐ
JR大阪環状線「福島駅」	 徒歩約 15分
JR東西線「新福島駅」	 3番出口　徒歩約10分
阪神本線「福島駅」	 3番出口　徒歩約10分
大阪メトロ「阿波座駅」	 中央線 1号出口・千日前線9号出口　徒歩約15分

会場のご案内
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大会長挨拶

一般社団法人　日本デジタル歯科学会第 17回学術大会

大会長　柏木　宏介

　本大会のメインテーマは「デジタルイノベーションの共創：未来を拓く歯科医療」です．デ
ジタルデンティストリーは，補綴，技工，矯正，口腔外科，画像診断など多岐にわたる領域で
急速に進展しており，臨床現場ではデータとAI にもとづく意思決定が現実味を帯びてきまし
た．単一技術の導入段階から，CAD／CAMや画像・センサで生じるデータを共通基盤で統合
し，相互運用性と標準化を前提に“つなげて活かす”段階へ移行しつつあります．そこで本大
会では，臨床家・研究者・産業界が垣根を越えて協働し，新たな臨床価値をともに創り出す「共
創」を掲げました．
　本大会のプログラムにつきましては，特別講演におきまして大阪大学基礎工学研究科教授の
石黒　浩先生をお招きし，「アバターと未来の医療」と題してご講演いただきます．教育講演で
は，和歌山県立医科大学の谷本貴志先生をお招きし，「仮想現実（VR）を用いた医学教育：医
学部臨床実習における取り組みと教育効果」と題したご講演をいただきます．とりわけ特別セ
ミナーにおきましては，日本歯科医師会会長の高橋英登先生をお招きし，「デジタル歯科が拓く
持続可能な歯科医療の未来」と題して，今後の歯科界の指針となる貴重なご講演をいただきま
す．
　また，シンポジウムおよび学会企画講演では，「三次元プリンティング義歯の最前線」「CAD／
CAM冠の現状と今後の期待」「次世代歯科補綴を拓く金属積層造形技術」といった最新のデジ
タル技法から，「医療DX推進に伴う歯科医療における保険制度の展望」「口腔内スキャナーの
臨床活用と今後の期待」「令和 8年度社会保険診療報酬改定に伴うデジタル機器の活用」といっ
た制度・臨床応用の重要トピックまで，幅広く網羅いたしました．
　さらに，企画講演では「歯科画像AI の最前線」や「デジタル矯正歯科における診断と治療」
など，歯科医療の未来を展望する魅力的なセッションを多数用意しております．本大会は歯科
医師のみならず歯科技工士，歯科衛生士，さらには企業の皆様にとってもきわめて実りある内
容となるよう構成しております．
　5月 9日（土）の夕刻には，大阪ベイエリアの特別会場（テーマパーク内施設）にて，参加
者情報交換会を開催いたします．日中の講演の熱気そのままに，非日常の空間で皆様と親睦を
深め，有意義な情報交換を行えるひとときとなるよう準備しております．大阪の夜を彩る特別
な時間として，ぜひご予定いただければ幸いです．
　もちろん，専門医ならびに技術認定士のケースプレゼンテーション，ポスターセッションも
例年どおり開催いたします．デジタルがもたらす歯科医療の現在地とこれからについて，大い
に議論を深められるよう準備委員一同，全力をあげて取り組んでおります．本学会会員のみな
らず，多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております．
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タイムテーブル

1日目　2026 年 5月 9日（土）
※受付（10階ホワイエ）　9：00～15：30

10：00

9：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

第1会場
（1003）

第2会場
（1001）

企業展示・
ポスター会場

（1005-7，1009）

ケースプレゼン・
技工コンペ会場
（1004）

教育講演
11：10－12：10

開会式・大会長講演
10：30－11：00

社員総会
9：30－10：20

企画講演 1
13：30－14：30

シンポジウム 1
11：10－12：10

シンポジウム 2
13：30－15：30

企業展示準備・
ポスター貼付
9：00－11：00

ケースプレゼン
ポスター貼付・

技工コンペ作品展示準備
9：00－11：00

企業展示・ポスター展示
11：00－15：30

ケースプレゼン
ポスター展示・

技工コンペ作品展示
11：00－15：30

ランチョンセミナー 1
12：30－13：20

共催：（株）モリタ

ランチョンセミナー 2
12：30－13：20

共催：東ソー（株）

シンポジウム 3
14：30－15：30

会員情報交換会　17：00 ～（別会場）



- 5 -

2 日目　2026 年 5月 10 日（日）
※受付（10 階ホワイエ）　8：30～15：10

10：00

9：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

第1会場
（1003）

第2会場
（1001）

第3会場
（1002）

企業展示・
ポスター会場
（1005-7,
1009）

ケースプレゼン・
技工コンペ会場
（1004）

特別セミナー
11：30－12：30

企画講演 2
14：10－15：10

学会企画講演
15：10－16：00

特別講演
10：00－11：30

シンポジウム 4
9：00－10：00

シンポジウム 5
9：00－10：00

ポスター質疑応答
13：40－14：10

ケースプレゼン
審査

10：00－11：30
企業展示・

ポスター展示
9：00－13：40

企業展示・
ポスター展示
14：10－16：00

ケースプレゼン
ポスター展示・
技工コンペ作品

展示
12：00－16：00

ランチョンセミナー 3
12：40－13：30

共催：（株）ヨシダ

ランチョンセミナー 4
12：40－13：30
共催：（株）松風

ランチョンセミナー 5
12：40－13：30

共催：デンツプライシロナ（株）

歯科技工士セッション
14：10－15：10

歯科衛生士セッション
14：10－15：10

閉会式　16：00－16：10

スポンサードセミナー 1
9：00－9：30

共催：エンビスタジャパン（株）
スポンサードセミナー 2

9：30－10：00
共催：トーシンデンタル（株）
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1．学会参加の皆様へ
1）学会受付（10 階　ホワイエ）
令和 8年 5月 9 日（土）9：00 から行います．
令和 8年 5月 10 日（日）8：30 から行います．

2）会員の皆様と参加費前納の方
事前送付されております参加証を忘れずにご持参ください．
当日は事前登録者受付を 1日目は 9：00 より，2日目は 8：30 より会場 10 階ホワイエに設置いたし
ますので，参加証を紛失された方は確認のため，お立ち寄りください．
また，会場内では，参加証を必ず着用してください．未着用の方の入場はお断りさせていただく場合
がございます．

3）入会希望の方
学会事務局にて入会手続きを行っております．
演者ならびに共同演者は会員であることが条件となっておりますので，未入会の方は入会手続きを
必ず行ってください．
【学会事務局】　日本デジタル歯科学会　事務局
　　　　　　　〒170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　一般財団法人口腔保健協会内
　　　　　　　TEL：03‒3947‒8891　FAX：03‒3947‒8341

4）PC受付について
事務局で用意しているパソコンのOSはWindows，アプリケーションはMicrosoft Power Pointです．
発表時刻の 1時間前までに USBメモリー，CD‒R，もしくはご自身のノートパソコンを PC受付にお
持ちいただき，受付・データチェックをお済ませください．
スマートフォン，iPad等でのデータ持込みおよび HDMIでの送出は対応しておりません．発表デー
タの受付は，発表が差し迫っている演者を優先して受け付けさせていただく場合がございますので
ご了承ください．また，受付時のデータ修正は固くお断りいたします．なお，バックアップデータを
必ずご持参ください．
　　　　　　10 階　ホワイエ

5）駐車場はございませんので，ご来場の際は，公共交通機関をご利用ください．

2．質疑応答
質問は挙手にて座長の許可を得て，必ず所属，氏名を明らかにして所定のマイクでご発言ください．

3．座長の先生方へ
1）座長は担当セッションの 10 分前までに所定の席（次座長席）へお越しください．
2）質疑，討論は所定の時間内に終わるように定時進行にご協力をお願いいたします．

4．発表者の皆様へ
●ポスター発表
1）ポスター受付について
受付をお済ませの後，ポスターの貼り付けをお願いいたします．ポスターの貼り付け・撤去は必ず指
定された時間内に行ってください．
　　　　　　　　［10 階　ホワイエ　ポスター・企業展示会場 1前］
・受付時間　5月　9 日（土）　　9：00～11：00

PC受付

ポスター受付

参加者へのご案内とお願い
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・貼付時間　5月　9 日（土）　　9：00～11：00
・閲覧時間　5月　9 日（土）　11：00～15：30
　　　　　　5月 10 日（日）　　9：00～13：40
　　　　　　　　　　　　　　14：10～16：00
・発表時間　5月 10 日（日）　13：40～14：10
・撤去時間　5月 10 日（日）　16：00～16：30
※ 撤去時間を過ぎても残っているポスターは， 

事務局で処分します．

2）作成ポスターについて
・ポスターの作成サイズは，
　90 cm（幅）×210 cm（高さ）です．
・パネル上部の左側には大会事務局であらかじめ
　 演題番号（20 cm×20 cm）を掲示しますので，
該当パネルにポスターを掲示してください．

・押しピンは大会事務局でご用意いたします．

3）ポスター討論について
フリーディスカッション形式となります．発表時間には必ずポスター前に待機してください．

5．ランチョンセミナー
1） ランチョンセミナーの整理券は，それぞれの開催当日の朝から総合受付で配布いたします．
参加をご希望される方は，下記共催企業の整理券をお受け取りください．
・ランチョンセミナー 1　株式会社モリタ　　　　　　　（5月 9 日　第 1会場）
・ランチョンセミナー 2　東ソー株式会社　　　　　　　（5月 9 日　第 2会場）
・ランチョンセミナー 3　株式会社ヨシダ　　　　　　　（5月 10 日　第 1 会場）
・ランチョンセミナー 4　株式会社松風　　　　　　　　（5月 10 日　第 2 会場）
・ランチョンセミナー 5　デンツプライシロナ株式会社　（5月 10 日　第 3 会場）

2）会場の席数に限りがございます．定員になり次第，配布を終了いたします．
3）整理券はお一人様 1枚とさせていただきます．参加証をご提示ください．
4） 整理券はセミナー開始 10 分後をもって無効とし，整理券を持たないキャンセル待ちの参加者の入場
を認めます．早めにご参集ください．

6．会員情報交換会
日時：令和 8年 5月 9日（土）17：00～19：00
会場：お申し込みいただいた方へ別途，お知らせいたします．
※事前参加登録のみのため，受付は終了しています．当日はお申込みいただけません．
※当日はシャトルバス（往路のみ）をご用意しております．
〈シャトルバスについて〉
　集合場所：グランキューブ大阪 1階プラザ（出入り口広場）にお集まりください．
　第 1便：15 時 15 分，第 2便：15 時 30 分に配車いたします．
　シャトルバスは満席となり次第，出発いたします．
　最終の出発時刻を 15 時 40 分といたしますので，乗り遅れのないようご注意ください．
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会場案内図
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5 月 8日（金）
16：00～17：00　一般社団法人日本デジタル歯科学会理事会 

リーガロイヤルホテル大阪　2階（蔦の間）
17：10～17：40　歯科医学会会長懇談会 リーガロイヤルホテル大阪　2階（蔦の間）

1 日目　5月 9日（土）
  9：30～10：20　一般社団法人日本デジタル歯科学会定時社員総会 第 1会場（会議室 1003）

第 1会場　（会議室 1003）

10：30～11：00　��開会式・大会長講演 
『デジタルイノベーションの共創と未来：大阪歯科大学におけるデジタルテクノロ
ジーへの取り組み』

座長：末瀬一彦（日本デジタル歯科学会　理事長）
講師：柏木宏介（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）

11：10～12：10　シンポジウム 1『三次元プリンティング義歯の最前線』
座長：大久保力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）
講師：「三次元プリンティング義歯の基本と臨床活用」
 大久保力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）
 「三次元プリンティング義歯　―5年間の臨床経験から―」
 山崎史晃（やまざき歯科医院）
 「三次元プリンティング義歯　―5年間の技工経験から―」
 石川航生（やまざき歯科医院）

12：30～13：20　ランチョンセミナー1『The Digital Complete Dentures　～総義歯治療の新時代～』
共催：株式会社モリタ
講師：飯田雄太（飯田歯科本院）

13：30～15：30　シンポジウム 2『CAD／CAM冠の現状と今後の期待』
座長：小峰　太（日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座）
講師：「CAD／CAM冠が先導する保険診療のデジタル化」
 疋田一洋（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野）
 「エンドクラウンの有用性と今後の展望」
 正木千尋（九州歯科大学口腔再建補綴学分野）
 「CAD／CAMにて製作されたコンポジットレジンブリッジの評価」
 新谷明一（日本歯科大学生命歯学部歯科理工学講座）

第 2会場　（会議室 1001）

11：10～12：10　�教育講演『仮想現実（VR）を用いた医学教育：医学部臨床実習における取り組み
と教育効果』

座長：馬場一美（昭和医科大学歯学部歯科補綴学教室）
講師：谷本貴志（和歌山県立医科大学教育研究開発センター/循環器内科）

12：30～13：20　ランチョンセミナー 2『歯科用ジルコニアセラミックス』
共催：東ソー株式会社
講師：高田重志（東ソー株式会社　無機材料研究所　ジルコニア CSG）
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13：30～14：30　企画講演 1『歯科画像AI の最前線』
座長：金田　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
講師：有地淑子（大阪歯科大学歯学部歯科放射線学講座）

14：30～15：30　シンポジウム 3『次世代歯科補綴を拓く金属積層造形技術』
座長：樋口鎮央（大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科）
講師：「金属積層造形の変遷と現状」
 樋口鎮央（大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科）
 「歯科補綴における金属積層造形と薬事認可の動向」
 吉田知徳（株式会社アイディエス製品開発研究部）
 「次世代歯科補綴を拓く金属積層造形技術」
 瓜生博伺（株式会社データ・デザイン）
 牛尾公一（株式会社データ・デザイン）

ケースプレゼン・技工コンペ作品展示会場（会議室 1004）

11：00～15：30　ケースプレゼンテーションポスター展示・技工コンペ作品展示

企業展示会場（会議室 1005—7，1009）

11：00～15：30　企業展示

ポスター会場（会議室 1005—7，1009）

  9：00～11：00　ポスター貼付
11：00～15：30　ポスター展示

P‒01　ラジオミクスを用いた歯原性囊胞および腫瘍鑑別のためのMRIデジタル画像解析
○村岡宏隆，伊東浩太郎，小松知広，大塚航平
日本大学松戸歯学部放射線学講座

P‒02　人工知能（AI）を用いた 3Dスキャンデータと口腔内写真による不正咬合分類の精度比較
○龍田椎名1，田口雅也2，芳賀秀郷1，石田美穂1，山口雅章1，湖城建斗1，田村修一1， 
登内茂樹2，千葉紀之2，鵜飼武志2，中納治久1

1昭和医科大学歯学部歯科矯正学講座
2株式会社ブレインパッド

P‒03　 サージカルガイドプレートを用いたインプラント埋入手術の誤差を予測する機械学習スタッ
キングモデルの構築　―後向き観察研究―
○三野卓哉1，徳本佳奈2，清水浩明3，黒﨑陽子1，大野　彩4，窪木拓男5，前川賢治1

1大阪歯科大学歯学部欠損歯列補綴咬合学講座
2兵庫医科大学医学部歯科口腔外科学講座
3しみず歯科
4岡山大学病院新医療研究開発センター
5岡山大学学術研究院医歯薬学域インプラント再生補綴学分野
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P‒04　クロスモーダル深層学習を用いたパノラマエックス線画像による顎関節症病態予測
○時永涼平1，峯　裕一1,2，伊藤翔太3，吉見友希3，岡﨑昌太1,2,4，小川咲希5，竹田沙織1,2， 
谷本幸太郎5

1広島大学大学院医系科学研究科医療システム工学
2広島大学デジタルデンティストリープロジェクト研究センター
3広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科
4札幌市立大学 AITセンター
5広島大学大学院医系科学研究科歯科矯正学

P‒05　 深層学習はどこで側面頭部エックス線規格写真から性別を推定するのか？　 
―領域別シグナルの定量化―
○竹田沙織1,2，峯　裕一1,2，伊藤翔太3，吉見友希3，時永涼平1，岡﨑昌太1,2,4，小川咲希5， 
谷本幸太郎5

1広島大学大学院医系科学研究科医療システム工学
2広島大学デジタルデンティストリープロジェクト研究センター
3広島大学病院口腔健康発育歯科矯正歯科
4札幌市立大学 AITセンター
5広島大学大学院医系科学研究科歯科矯正学

P‒06　AI支援型 CAD設計の現在地　―臨床応用に向けた比較検討―
○井上絵理香1，清宮一秀1，古川辰之1，足立拓也2，川西範繁2，星　憲幸3

1神奈川歯科大学歯科診療支援学講座歯科技工学分野
2神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野
3神奈川歯科大学歯科診療支援学講座口腔デジタルサイエンス学分野

P‒07　FAT 3Dプリント義歯における咬合の再現性への考慮とその咬合接触状態
○生田龍平1，玉置勝司2，須藤真行3

1歯科技工所フェリーチェ
2たまき歯科医院
3みどりの森デンタルクリニック

P‒08　FAT 3Dプリント義歯製作過程における 3Dプリント仮床義歯の新たな臨床応用
○須藤真行1，玉置勝司2，生田龍平3，中島　悠3

1みどりの森デンタルクリニック
2たまき歯科医院
3歯科技工所フェリーチェ

P‒09　3Dプリント義歯の生存分析と患者報告アウトカム　―2年経過報告―
○岩城麻衣子1，秋山　洋2，向井マリコ2，Tang Bohan2，郡　啓介3，桝本光希3，柴田翔吾3， 
溝越　眺3，白井麻衣3，新保秀仁3，大久保力廣3，高市敦士1，宇杉真一4，金澤　学2

1東京科学大学口腔デジタルプロセス学分野
2東京科学大学高齢者歯科学分野
3鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座
4三井化学株式会社オーラルケア事業部
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P‒10　修理後の 3Dプリンティング義歯床の曲げ強度に関する基礎的実験
○山﨑麻由，柴田翔吾，新保秀仁，栗原大介，鈴木恭典，大久保力廣
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座

P‒11　材料噴射方式による義歯床用レジン材料の基本的特性
○佐々木正和1，片岡　有1，堀田康弘1,2，高橋英和2，新谷明一2

1昭和医科大学歯学部歯科理工学講座
2日本歯科大学生命歯学部歯科理工学講座

P‒12　上顎義歯床におけるドライ・ウェットミリングの真度と表面粗さ
○李　承澤1，岩城麻衣子2，副田弓夏1，周　文明1，Lwin phyo Aung1，布袋屋果歩1，金澤　学1

1東京科学大学大学院高齢者歯科学分野
2東京科学大学大学院口腔デジタルプロセス学分野

P‒13　大臼歯部保険歯冠補綴における PEEK冠導入後の使用動向
○ 清宮一秀1，中村圭佑2，片山裕太2，川西範繁3，井上絵理香1，大橋　桂2，星　憲幸4， 
木本克彦3，二瓶智太郎2

1神奈川歯科大学歯学部歯科診療支援学講座歯科技工学分野
2神奈川歯科大学歯学部歯科診療支援学講座クリニカル・バイオマテリアル学分野
3神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野
4神奈川歯科大学歯科診療支援学講座口腔デジタルサイエンス学分野

P‒14　新規ハイブリッドレジンブロックによる CAD/CAMブリッジの臨床評価
○疋田一洋1，舞田健夫2

1北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野
2高度先進補綴学分野

P‒15　CAD/CAM用ガラスセラミックブロックにおける表面粗さと光沢度の評価
○善浪大雄，秋山茂範，平野恭佑
株式会社ジーシー R&D

P‒16　新規 CAD/CAM用ハイブリッドレジンブロックの加工性評価
○竹上克樹，苅谷周司，平野恭佑
株式会社ジーシー R&D

P‒17　短時間焼成ができる高審美積層型ジルコニアの光学特性
○田中秀和，恒石真里，山添正稔
YAMAKIN株式会社

P‒18　新規歯冠色グラスファイバー強化型レジンディスクの開発
○岩本孝樹，山添正稔
YAMAKIN株式会社

P‒19　 支台歯テーパー角とセメントスペースの違いが前歯部 CAD/CAMコンポジットレジンクラウ
ンの破壊強度に及ぼす影響
○伊藤恵吾1,2，岩崎太郎1,2，窪地　慶1,2，本田順一1,2，小林達朗1,2，小峰　太1,2

1日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座
2日本大学歯学部総合歯学研究所高度先端医療研究部門
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P‒20　大臼歯 CAD/CAM冠用ブロックの耐酸性評価
○小畑敦史，高橋周平，後藤正憲
株式会社松風

P‒21　若手歯科医師の IOS活用により支台歯形成を行った一例
○手塚大貴，仲若三男，平識善大，赤津舞理衣
医療法人なかわかくくる歯科医院

P‒22　歯科技工所実務を想定した口腔内スキャナのモデル化精度およびスキャンの繰返し性の評価
○山根　崇1，吉次範博2，山木康充3，西山貴浩4

1和田精密歯研株式会社開発薬事部
2和田精密歯研株式会社和歌山ラボ
3和田精密歯研株式会社 CAD/CAMセンター
4和田精密歯研株式会社インプラント・矯正事業部

P‒23　半自動領域分割法を用いた支台歯形態の定量的評価
○土手康太郎，佐藤正樹，田中順子，柏木宏介
大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

P‒24　 口腔内スキャナーを用いたデジタルワークフローによってスポーツマウスガードを製作した 
2 症例：症例報告
○大黒英莉1，金原宏明1，加藤寛隆1，嶋﨑華子1，春上雅之2，横江　誠2，近藤尚知1

1愛知学院大学歯学部冠橋義歯・口腔インプラント学講座
2愛知学院大学歯学部附属病院歯科技工部

P‒25　CAD/CAMサージカルガイドにより設計通りに行った自家骨ブロック骨移植の 1症例
𠮷岡　凜
医療法人社団アスクラピア永田歯科医院

P‒26　デジタルテクノロジーを応用し簡略化した Guided Bone Regenerationの一症例
○佐々木佑夏，深澤翔太，今　一裕
岩手医科大学歯学部歯科補綴学講座冠橋義歯・口腔インプラント学分野

P‒27　取り下げ
　
　
　

P‒28　積層造形とミリングを併用したコバルトクロム合金床義歯の臨床経過
○佐藤真史，桝本光希，栗原大介，新保秀仁，鈴木恭典，大久保力廣
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座
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P‒29　 高弾性プラスチック・アタッチメントを有するジルコニア・ダブルクラウンにおける最適維
持力を発揮するディンプル深さの検討
○小林隆一朗1，鳥井克典1，山本真由1，末瀬一彦2，田中順子1，柏木宏介1

1大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座
2大阪歯科大学

P‒30　 CAD‒CAM技術で製作した義歯床用レジンとコバルトクロム合金の接合部に対する片持ち梁
試験による耐荷重評価
○伊東紘世1，陸　　誠2，武本真治3

1東京歯科大学パーシャルデンチャー補綴学講座
2株式会社コアデンタルラボ横浜
3岩手医科大学医療工学講座

P‒31　若手歯科医師における部分床義歯フレームワークのデジタル設計方法
○赤津舞理衣，仲若三男，平織善大，手塚大貴
医療法人なかわかくくる歯科医院

P‒32　 口腔内用サンドブラストによるジルコニア表面の処理が歯列矯正ブラケットの接着に及ぼす
影響
○若見昌信1，江間秀明2，浅野　隆3，小林　平1

1日本大学松戸歯学部先端歯科クラウンブリッジ補綴学講座
2日本大学松戸歯学部歯科矯正学講座
3日本大学松戸歯学部顎口腔機能補綴学講座

P‒33　成長期の不正咬合患者に対するMFTにアプリケーションを併用した新たな試み
○米満郁男1，𡈽田優美2，有賀　雅3，奥村高広4，石橋扶美枝4，相馬理人5，金澤　学3

1東京科学大学大学院咬合機能矯正学分野
2口腔デジタルプロセス学分野
3高齢者歯科学分野
4nico wellnessデンタルクリニック
5株式会社 Doctorbook

P‒34　 架橋構造を発現するポリマー型添加剤の添加量の違いが 3Dプリントスポーツマウスガード材
料の造形精度および適合性に与える影響
○古城戸大晟1，羽田多麻木2，細井亜弥乃1，猪越正直2，金澤　学3，高市敦士1

1東京科学大学大学院医歯学総合研究科口腔デジタルプロセス学分野
2東京科学大学大学院医歯学総合研究科口腔デバイス・マテリアル学分野
3東京科学大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野

P‒35　デジタルデンティストリー教育の定着とデジタルネイティブ世代の学習特性
―CAD/CAMインレー修復実習におけるアンケート―
○新妻由衣子，小林幹宏
昭和医科大学歯学部歯科保存学講座保存修復学部門
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P‒36　下顎第一大臼歯歯型彫刻の客観的評価とフィードバック方法の検討
○大木明子1，岸田美空乃2，塩沢真穂3

1東京科学大学大学院医歯学総合研究科口腔基礎工学分野
2東京科学大学歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻
3東京科学大学大学院医歯学総合研究科口腔医療工学分野

P‒37　裸眼立体視と三次元位置計測を用いたブラッシング指導支援システムの開発　―第三報―
○相川雅志1，川西範繁1，鈴木美南子2，井上絵理香4，清宮一秀4，足立拓也1，中野亜希人3， 
板宮朋基3，木本克彦1，星　憲幸5

1神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野
2神奈川歯科大学歯科診療支援学講座歯科メインテナンス学分野
3神奈川歯科大学歯学部総合歯学教育学講座
4神奈川歯科大学附属病院技工科
5神奈川歯科大学歯科診療支援学講座口腔デジタルサイエンス学分野

P‒38　三次元画像解析を応用し放射線治療補助装置の位置確認を行った一例
○野村悠悟，髙田紋花，村瀬　舞
東京科学大学大学院医歯学総合研究科生体補綴歯科学分野

P‒39　デジタル画像を用いた下歯槽神経血管束の分析：含歯性囊胞による影響の定量評価
○大塚航平，村岡宏隆，徳永悟士，小松知広，廣畠彰哉，伊東浩太郎
日本大学松戸歯学部放射線学講座

P‒40　自家歯牙移植におけるレプリカドナーの材質の相違についての考察
水野敦之
水野歯科クリニック

P‒41　 デジタルワークフローを用いた閉塞性睡眠時無呼吸症候群（OSA）患者に対する口腔内装置作
製の一症例
○平識善大1，仲若三男2

1医療法人なかわかなかわか歯科医院
2医療法人なかわかくくる歯科医院

P‒42　上顎前歯部の補綴形態にフェイススキャンのデータを役立てた一症例
竹内俊介
医療法人希翔会
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2 日目　5月 10日（日）

第 1会場　（会議室 1003）

  9：00～10：00　シンポジウム 4『医療DX推進に伴う歯科医療における保険制度の展望』
座長：木本克彦（神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野）
講師：「医療DX時代における歯科医療情報基盤とデータ標準化
	 ―将来の歯科保険診療を見据えて―」
 野﨑一徳（大阪大学歯学部附属病院口腔医療情報部）
 「歯科分野における医療DXの進捗状況と展望」
 小野寺哲夫（公益社団法人日本歯科医師会）
 「歯科技工士から見た医療DX推進に伴う歯科医療における保険制度の展望」
 山下茂子（株式会社デンタルデジタルオペレーション）

10：00～11：30　特別講演『アバターと未来の医療』
座長：柏木宏介（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
講師：石黒　浩（大阪大学基礎工学研究科　教授/ATR石黒浩特別研究所　客員所長）

11：30～12：30　特別セミナー『デジタル歯科が拓く持続可能な歯科医療の未来』
座長：末瀬一彦（日本デジタル歯科学会　理事長）
講師：高橋英登（公益社団法人日本歯科医師会　会長）

12：40～13：30　ランチョンセミナー 3
『歯科医療における 3Dプリンティングの進化と展望』

共催：株式会社ヨシダ
講師：金澤　学（東京科学大学高齢者歯科学分野）

14：10～15：10　�企画講演 2『デジタル矯正歯科における診断と治療　―三次元で考える矯正診断―』
座長：橋場千織（はしば矯正歯科）
講師：山田尋士（ヤマダ矯正歯科）

15：10～16：00　�学会企画講演『デジタル歯科治療に関する令和 8年度社会保険診療報酬改訂に 
ついて』

座長：鳥井克典（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
講師：木本克彦（神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野）

16：00～16：10　閉会式

第 2会場　（会議室 1001）

  9：00～10：00　シンポジウム 5『口腔内スキャナーの臨床活用と今後の期待』
座長：前川賢治（大阪歯科大学歯学部欠損歯列補綴咬合学講座）
講師：「口腔インプラント治療における精度と効率を考慮した口腔内スキャナーの臨床活用」
 近藤尚知（愛知学院大学歯学部冠橋義歯・口腔インプラント学講座）
 「口腔内スキャナーによる歯肉縁下マージンの光学印象に関する臨床的考察」
 北道敏行（きたみち歯科医院）
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12：40～13：30　ランチョンセミナー 4
『デジタル補綴のパラダイムシフト：PEEKが拓く広域補綴の新たな可能性
～大臼歯クラウンから，前装ブリッジ，インプラント上部構造，デンチャー応用まで～』
共催：株式会社松風
講師：中島航輝（医療法人社団世航会　理事長）

14：10～15：10　�歯科技工士セッション『̒ 伝える か̓ら̒ 共有する へ̓　―歯科技工士と歯科医師の新しい
関係―』

座長：陸　　誠（株式会社コアデンタルラボ横浜）
講師：木村健二（有限会社協和デンタル・ラボラトリー）

第 3会場　（会議室 1002）

  9：00～9：30　スポンサードセミナー 1
『明日の歯科医療を変革するDigital Solution』

共催：エンビスタジャパン株式会社
講師：北原信也（TEAM東京　ノブレストラティブデンタルオフィス）

  9：30～10：00　スポンサードセミナー 2
『CTセグメンテーションおよび顎運動・顔貌（フェイススキャン）データを含む統合デジタルワーク
フローの臨床的価値』
共催：トーシンデンタル株式会社
講師：山崎　竜（EMIRPRIME dental studio）

12：40～13：30　ランチョンセミナー 5
『院内完結，その先へ
CEREC System×DS Core が実現するConnected Dentistry』
共催：デンツプライシロナ株式会社
講師：岡田信輔（プロソデンタルクリニック）

14：10～15：10　歯科衛生士セッション『歯科衛生士のための口腔内スキャナーの活用』
座長：田中順子（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
講師：柿本和俊（大阪歯科大学医療保健学部）
 谷亜希奈（大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科）

ケースプレゼン・技工コンペ作品展示会場（会議室 1004）

10：00～11：30　ケースプレゼンテーション審査
12：00～16：00　ケースプレゼンテーションポスター展示・技工コンペ作品展示

企業展示会場（会議室 1005—7，1009）

 9：00～16：00　企業展示

ポスター会場（会議室 1005—7，1009）

 9：00～16：00　ポスター展示
13：40～14：10　ポスター質疑応答
16：00～16：30　ポスター撤去
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　近年，歯科医療におけるデジタル化は，補綴装置の製作工程だけでなく，診断，設計，教育，職種間
連携のあり方そのものを変えつつある．令和8年度歯科診療報酬改定では，光学印象の適用対象にCAD/
CAM冠が加わり，口腔内スキャナー（IOS）は日常臨床の基盤として新たな段階に入った．こうした潮
流のなか，大阪歯科大学でもデジタルデンティストリーの進展をふまえ，2016 年には「近未来の歯科医
療のすがた　―デジタルデンティストリーの世界（CAD/CAM）―」と題した公開シンポジウムを開催し，
その意義を発信してきた．
　附属病院では 2012 年 6 月から CAD/CAM冠の先進医療に取り組み，その普及と保険収載に貢献して
きたほか，2017 年に開設された医療保健学部口腔工学科では CAD/CAMシステムを備えたデジタル技
工実習を展開し，歯科衛生士養成課程である口腔保健学科においても口腔内スキャナーを活用したデジ
タル教育が進められている．さらに歯学部では，2022 年から第 5学年のデジタルデンティストリー実習
において，窩洞・支台歯形成，光学印象採得，CADによる設計，加工見学をとおしてデジタルワークフ
ローを学ぶとともに，歯科技工士養成課程学生との共同実習によって，歯科職種間連携の理解を深めて
いる．
　このように本学の特色は，歯学部，歯科衛生士養成課程，歯科技工士養成課程，附属病院がそれぞれ
の専門性を持ち寄り，1つの教育・臨床基盤のうえでデジタル技術を共有できる点にある．卒前教育・
臨床実習においては，デジタル技術を活用した補綴歯科治療の基本的な考え方と実践力の育成に取り組
んでいる．学生は治療計画の立案から，支台歯形成，口腔内スキャナーによる光学印象採得，咬合採得，
修復装置の設計・製作・装着へといたる一連の流れを体系的に学び，デジタル技術が臨床にどのように
生かされるかを理解する．また，歯科技工士養成課程学生との協働を通じて，歯科医師と歯科技工士が
担う役割を相互に理解し，チーム医療の中で求められる連携のあり方を学ぶ機会としている．
　本講演では，こうした本学の歩みを振り返りながら，デジタル技術を単なる機器導入に終わらせず，
歯科医師，歯科技工士，歯科衛生士，関連企業が新たな価値を共創する基盤へと発展させるための視点
を提示したい．本大会が未来を拓く歯科医療を具体的に構想する契機となれば幸いである．

略　歴
1992 年 3 月　大阪歯科大学卒業
1996 年 3 月　大阪歯科大学大学院歯学研究科博士課程修了（歯科補綴学）
1997 年10月　大阪歯科大学助手（歯科補綴学第二講座）
2005 年 6 月　大阪歯科大学講師（有歯補綴咬合学講座）
2012 年 4 月　大阪歯科大学大学院歯学研究科講師（非常勤）（有歯補綴咬合学）
2020 年10月　大阪歯科大学主任教授（有歯補綴咬合学講座）

大会長講演

デジタルイノベーションの共創と未来：
大阪歯科大学におけるデジタルテクノロジーへの取り組み

柏木　宏介（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）

座長　末瀬　一彦（日本デジタル歯科学会　理事長）
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　本講演では，演者がこれまで開発してきたアバターの技術について紹介するとともに，ムーンショッ
ト型研究開発事業において，演者が取り組むアバターの研究開発と特に医療に関する実証実験について
紹介する．
　アバターとは，操作者の指示に従って操作者の代わりに活動するロボットやCGキャラクターである．
また AI の機能を組み込めば，操作者は意図を伝えるだけで，アバターがその意図に従って半自律的に活
動できるようにすることも可能になる．このようなアバターは，近い将来日本が直面する深刻な労働者
不足の問題を解決するために，非常に重要な技術となる．
　アバターを使えば，高齢者や障がい者を含む誰もが，身体的・認知・知覚能力を拡張しながら，常人
を超えた能力で様々な活動に自在に参加できるようになる．また，いつでもどこでも仕事や学習ができ，
通勤通学は最小限にして，自由な時間が十分にとれるようになる．
　特に医療においては必要不可欠な技術となる．人口減少において，すぐに発生する問題は地方の医療
者不足である．この問題はすでに発生し始めている．近年の地方では十分な数の医療従事者を確保する
ことが困難になってきている．アバターを使えば都会の医療従事者が地方で瞬時に働くことができるよ
うになる．
　そして，このようなアバターは単に労働者不足の問題を解決するだけでなく，人間が本来目的とする
人と人のつながりを様々に実現する．このようにアバターは今後の日本社会に必要不可欠な技術になる．
　また，昨年開催された大阪・関西万博において，演者がテーマ事業プロデューサーとして建設したパ
ビリオン「いのちの未来」では，50 年後の未来社会を表現した．そこでも多数のロボットや CG キャラ
クターのアバターが運営に用いられている．
　本講演では，このパビリオンでのアバター利用の様子も紹介する．

略　歴
1991 年 　　大阪大学大学院基礎工学研究科博士課程修了（工学博士）
1994 年 　　京都大学大学院工学研究科情報工学専攻・助教授
1998 年 3 月　カリフォルニア大学サンディエゴ校客員研究員
2001 年 　　和歌山大学システム工学部情報通信システム学科・教授
2009 年 　　大阪大学大学院基礎工学研究科システム創成専攻・教授
2014 年 　　ATR 石黒浩特別研究所客員所長（ATR フェロー）
2017 年 　　大阪大学栄誉教授
2021 年 　　AVITA 株式会社代表取締役社長

特別講演　『アバターと未来の医療』

アバターと未来の医療

石黒　浩 
（大阪大学基礎工学研究科　教授／ATR 石黒浩特別研究所　客員所長）

座長　柏木　宏介（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
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　近年，歯科医療のデジタル化は急速に進展し，かつて金パラを中心とした補綴修復治療が主流であっ
た時代には想像できなかったハイブリッド型コンポジットレジンによる CAD/CAM冠や PEEK冠の臨
床適用，口腔内スキャナー（IOS）の保険導入など現在は広く臨床に普及しつつある．先進機器の導入
や歯科医療技術の革新は国民に高品質な歯科医療を提供するために不可欠である一方，現行の国民皆保
険制度との間には大きな齟齬が生じている．特に高額医療機器の導入を余儀なくされるデジタル歯科領
域において，保険診療の対価はきわめて低く，良質な医療を提供しようとするほど医療機関の経営は困
難となるという構造的課題が顕在化している．
　本講演では，保険制度のもとで進歩するデジタル技術といかに向き合い，特に諸外国では保険適用外
となっている補綴領域の治療の今後のあり方をどのように考えるべきかを論じる．現行制度の制約下に
おいても最善の歯科医療を追求し続ける歯科医師・歯科技工士・歯科衛生士にとって，持続可能な診療
体制と医療経営の両立に向けた方向性を検討する．

略　歴
1977 年　日本歯科大学歯学部卒業
 日本歯科大学歯学部歯科補綴学教室第Ⅱ講座入局
1979 年　東京都杉並区に井荻歯科医院開設
1985 年　金属と陶材の溶着に関する研究で歯学博士授与
1987 年　日本歯科大学歯学部歯科補綴学教室第 2講座講師
1988 年　東京都国民健康保険診療報酬審査委員（2000 年まで）
 日本接着歯学会編集委員（2000 年まで）
1993 年　日本補綴歯科学会指導医認定
1995 年　日本歯科医師会生涯研修講師（1995­1996 年）
2001 年　日本歯科医師会診療情報提供に関する検討委員会委員（2002 年まで）
 日本接着歯学会理事（平成 21 年まで）
2003 年　東京都杉並区歯科医師会理事（学術担当）（2005 年 3 月まで）
 東京都歯科医師会保険指導員（2007 年 3 月まで）
2006 年　日本歯科医師会社会保険委員会委員（2013 年 6 月まで）
2007 年　東京都杉並区歯科医師会会長（2013 年 6 月まで）
 日本歯科医師連盟常任理事（2013 年 6 月まで）
 日本歯科医師会国民歯科医療のあるべき姿委員会委員（2010 年まで）
2010 年　日本接着歯学会副会長（2014 年 3 月まで）
2011 年　杉並区歯科保健医療センターセンター長（2013 年 6 月まで）
 日本歯科大学校友会常務理事（2014 年 12 月まで）
 日本歯科大学生命歯学部客員教授（現在に至る）
2013 年　東京都歯科医師連盟会長（2017 年 6 月まで）
 日本歯科医師連盟副会長（2015 年 6 月まで）
2015 年　日本歯科医師連盟会長（2023 年 6 月まで）
2019 年　医療法人社団慧医会理事長就任
2022 年　鶴見大学歯学部臨床教授（現在に至る）
2023 年　松本歯科大学客員教授（現在に至る）
 公益社団法人日本歯科医師会会長（現在に至る）
 公益財団法人 8020 推進財団理事長（現在に至る）

特別セミナー　『デジタル歯科が拓く持続可能な歯科医療の未来』

デジタル歯科が拓く持続可能な歯科医療の未来

高橋　英登（公益社団法人日本歯科医師会　会長）

座長　末瀬　一彦（日本デジタル歯科学会　理事長）
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　医学部教育は，「教える・見せる」中心の教育から，学生が主体となって「わかる・できる」を確実に
身につけることを目指すアウトカム基盤型教育へ移行している．医学・歯学のモデル・コア・カリキュ
ラムでも，コンピテンシーに基づく診療参加型の臨床実習が重視されている．本講演では，VRを先端技
術の紹介にとどめず教育設計の一要素として位置づけ，本学での教育実践と学習者の反応・学びの変化
を紹介する．
　本学の VR導入のきっかけは，COVID­19 パンデミックによる臨床実習の中断であった．文部科学省
の令和 3年度補正予算「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業」に採択され，
令和 5年（2023 年）度より循環器内科の臨床実習を中心に運用を本格的に開始した．
　「現場体験型 VR」は，臨床実習で学生が感じやすい「手元が見えない」「質問しにくい」「進行が追え
ない」といった障壁を軽減する教材である．病棟，検査室，手術室などを VR内で疑似体験するもので，
循環器内科では心臓カテーテル検査・治療の流れ，機器，医療安全を事前学習と補修に活用している．
学生からは「臨場感がある」「反復で理解が深まる」「安全に学べる」「患者さんが目の前にいないので質
問しやすい」などの声が多く，コンピテンシー評価でも実習単独より VR併用の方が学習効果が高いこ
とが示唆された．
　加えて「3D­CT VR」は，CT画像を空間理解と臨床判断に結びつける学習環境として整備している．
造影 CTから抽出した臓器や血管を VR空間内で再現し，回転，拡大縮小，断面観察を行いながら理解
を深めている．循環器内科では，大動脈や冠動脈の立体解剖を確認しながら術式を検討し，バーチャル
血管内ツアーで内腔側からの理解も促している．学習形態は個別体験にくわえ，教員と複数学生が同一
空間にアバターとして入り，1つのモデルを共同操作して議論する形も取り入れている．「教科書や模型
より理解できた」「ズームして細部を確認できた」「先生の視点がわかった」などのコメントがあり，能
動的に学習する姿が確認できている．
　本講演では，医学教育における診療参加型臨床実習とVR教育の現状・可能性を紹介させていただき，
急速にデジタル化が進む歯学教育への応用について皆様とともに考えたい．

略　歴
2000 年　和歌山県立医科大学卒業，同　研修医
2002 年　和歌山県立医科大学循環器内科学内助手
2003 年　国立循環器病センター心臓血管内科レジデント
2006 年　和歌山県立医科大学循環器内科助教
2014 年　米国マウントサイナイ医科大学リサーチフェロー
2016 年　新宮市立医療センター循環器内科部長
2019 年　和歌山県立医科大学循環器内科講師
2022 年　和歌山県立医科大学教育研究開発センター准教授，副センター長

教育講演　『仮想現実（VR）を用いた医学教育：医学部臨床実習における取り組みと教育効果』

仮想現実（VR）を用いた医学教育：
医学部臨床実習における取り組みと教育効果

谷本　貴志
（和歌山県立医科大学教育研究開発センター/循環器内科）

座長　馬場　一美（昭和医科大学歯学部歯科補綴学教室）
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　医療機器の広範な DX化に伴い，補綴歯科診療においても口腔内スキャナーによる光学印象や CAD/
CAM製作など多岐にわたりデジタル技術が応用されている．現状においてもいくつかの課題は残され
ているものの，補綴装置の均質性や耐久性だけでなく，口腔内や義歯情報の保存，伝達，製作期間の短
縮など多くの有効性が確認されている．一方，有床義歯の製作においてもミリングや三次元プリンティ
ング（3DP）によるデジタルワークフローの導入が試みられているが，なかでも 3DPは個人トレーやフ
レームワークのパターン製作だけでなく，フレームワークの金属積層造形にも活用されている．特に樹
脂インクを用いる 3DPは造形機器が比較的小型で，材料管理が容易な液槽光重合法が多用されており，
ミリングでは困難とされていた自由形態の付与が容易なことに加え，製作時間の短縮やコストの削減も
期待されている．
　こうしたデジタル義歯製作の潮流のなかで，昨年末に3DPコンプリートデンチャーが期中改訂で新し
い医療技術として保険収載された．CAD/CAMデンチャーの発展における跳躍ポイントとしても考えら
れ，（公社）日本補綴歯科学会からも「3次元プリント有床義歯の診療指針」が発出され，定義，適応
症，診療ワークフロー（印象，咬合採得，仮床，造形，装着・管理，修理，裏層法等）がまとめられた．
しかしながら，3DPコンプリートデンチャーは最新の医療技術であることから，実際の臨床応用や予後
に関して不明な点も多く，さらなる基礎的，臨床的研究の推進と症例報告や技術紹介等の最新情報の共
有が求められている．
　そこで本シンポジウムでは，統括講演として私から 3DP義歯の現在地と臨床応用の実際を概説し，歯
科技工士の立場から石川航生先生に，歯科医師の立場から山崎史晃先生に，それぞれ 3DP義歯の 5年間
の技工経験と臨床経験をお話しいただき，3DPコンプリートデンチャーの課題を抽出して現状を確認す
るとともに，今後の方向性や可能性を探りながら将来展望をディスカッションしたい．

略　歴
1986 年 3 月　鶴見大学歯学部卒業
1990 年 3 月　鶴見大学大学院歯学研究科修了
1990 年 4 月　鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座助手
1996 年 5 月　Visiting Scientist, Baylor College of Dentistry

2009 年 1 月　鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座教授
2025 年 6 月　（公社）日本補綴歯科学会理事長

シンポジウム 1　『三次元プリンティング義歯の最前線』

三次元プリンティング義歯の基本と臨床活用

大久保　力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）

座長　大久保　力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）



- 23 -

　近年，歯科分野における 3次元プリンティング技術の進展は著しく，義歯製作への臨床応用も現実的
な選択肢となりつつある．さらに，昨年 12 月には上下総義歯症例が，加えて本年 6月には片顎のシング
ル義歯症例も保険収載され，3次元プリンティング義歯は特殊な技術から日常臨床で活用される段階へ
と移行しつつある．
　演者は過去5年間にわたり，3次元プリンティング義歯を臨床に継続的に導入してきた．本講演では，
その臨床経験を通して得られた利点と課題について考察する．3次元プリンティング義歯の最大の利点
は，短時間で高精度の義歯を比較的安価に製作できる点にある．デジタルデータを用いた設計により工
程の効率化が可能となり，適合精度の安定化や再現性の向上が得られる．また，義歯データを保存する
ことで，破折や紛失時にも新たな印象採得を行うことなく迅速な再製作が可能となり，患者および術者
双方の負担軽減につながる．
　さらに，義歯製作工程の著しい効率化は，昨今の歯科技工士不足という社会的課題のなかで，若手歯
科技工士の作業負担軽減や働き方改革にも大きく寄与すると考えられる．加えて，適合精度の高い義歯
製作により調整回数が減少することは，診療時間の短縮につながり，歯科医師および患者双方にとって
臨床的メリットが大きい．
　一方で，いくつかの課題も明らかとなっている．まず，3次元プリンターや関連機器の導入には一定
の初期投資が必要であり，導入初期には経済的・心理的なハードルが存在する．また，デジタル設計や
造形条件の最適化には技術習得期間を要し，従来のアナログ義歯製作とは異なる知識と経験が求められ
る．加えて，デジタルの利点を最大限に生かすためには，コピーに耐え得る精度の高い印象および咬合
採得が前提条件となる．
　さらに，現在主に使用されている第 1世代の義歯用プリント材料では，破折を経験する場合があり，
材料特性をふまえた設計上の工夫や咬合付与に対する配慮が不可欠である．海外ではすでに破折リスク
の低減を目的とした次世代材料の臨床応用が始まっており，わが国においても早期導入が望まれる．
　保険収載を契機に，3次元プリンティング義歯は今後さらに普及すると考えられるが，その利点と課
題を十分に理解したうえで適切に運用することが重要である．本講演では，5年間の臨床経験をもとに，
現時点での実践的な活用指針と今後の展望について提示する．

略　歴
1995 年　福岡県立九州歯科大学卒
2002 年　やまざき歯科医院開院
2017 年　大阪大学大学院卒・歯学博士
2024 年　有床義歯学会会長
2025 年　金沢医科大学非常勤講師
 射水市歯科医師会副会長
2026 年　マレーシア　マラヤ大学客員教授

シンポジウム 1　『三次元プリンティング義歯の最前線』

三次元プリンティング義歯
―5年間の臨床経験から―

山崎　史晃（やまざき歯科医院）

座長　大久保　力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）
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　近年，歯科技工業界は人材不足と高齢化，低単価構造など，多くの課題を抱えています．一方で口腔
内スキャナーや CADソフト，3Dプリンターの普及により，昨年 12 月に保険収載された 3次元プリン
ト有床義歯（以下 3Dプリント義歯）への期待が急速に高まっています．しかし，実際の現場レベルで
は「導入コストに見合うのか」「粘膜面の適合や咬合，強度は本当に大丈夫か」「アナログ技工との役割
分担はどうなるのか」といった疑問も根強く存在します．
　本講演では，約 5年間にわたりデジタル義歯に携わってきた技工経験をもとに，3Dプリント義歯の設
計から STLデータの出力，プリント，その後の処理と完成までのワークフローを症例を交えながら整理
します．具体的には，①作業工程の標準化・再現性の向上，②模型レスワークフローによる作業時間と
材料ロスの削減，③データ保存による再製作などの利点を提示するとともに，装着感・適合精度・咬合
調整量などの臨床的評価について，アナログ義歯，ミリング義歯と比較検討します．
　さらに，プリント材料やプリンター，CAM条件による精度の違い，人工歯排列の自由度，デジタル上
での人工歯選択・配列コンセプトについてもふれ，アナログ技工で培われた「義歯観」をいかにデジタ
ル設計に落とし込むかを考察します．加えて，ラボの規模別（個人ラボ・中規模ラボ）で見た導入ステッ
プや，歯科医院との情報共有方法，人材育成のポイントにも言及し，デジタルとアナログを対立させる
のではなく，「ハイブリッド型ワークフロー」として実装するための現実的な道筋を提案します．
　本講演が，デジタル有床義歯に興味はあるものの一歩踏み出せない歯科技工士，すでに CAD/CAMを
導入しているが，デジタル義歯に課題を感じている方々にとって，明日からの選択と投資判断の一助と
なれば幸いです．

略　歴
2021 年　富山歯科総合学院卒業
 やまざき歯科医院入職
2024 年　有床義歯学会認定歯科技工士取得

有床義歯学会
臨床 CAD/CAM学会

シンポジウム 1　『三次元プリンティング義歯の最前線』

三次元プリンティング義歯
―5年間の技工経験から―

石川　航生（やまざき歯科医院・歯科技工士）

座長　大久保　力廣（鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座）
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　近年，政府主導による「医療 DX」の推進によって，歯科医療もデジタル化に向かって大きな転換期
を迎えている．現在，日本の歯科診療の約 9割は保険診療が占めている．かつてはインプラント治療や
アライナー矯正治療などの自費診療における差別化ツールとしての側面が強かったデジタルデンティス
トリーは，今やこの国民皆保険制度を支えるために不可欠なインフラとしての役割を期待されるように
なっている．
　このきっかけとなったのは，2014 年の CAD/CAM冠保険収載である．CAD/CAM冠は，適用範囲も
当初の小臼歯から大臼歯，そして前歯部へと順次拡大し，最近では PEEK冠やエンドクラウンへ発展
し，その請求件数は累計で 2,000 万件を超え，臨床現場に定着している．そして直近の保険改定では，
3Dプリントデンチャーの導入や大臼歯の咬合条件の撤廃など，診療報酬改定のたびに新たなデジタル
技術が実装され続けている．これらは単に新しい材料や臨床技術が導入されたという事実にとどまら
ず，歯科技工現場における作業の効率化と均質化をもたらすなど，歯科医療の構造変革に寄与している．
特に注目すべきは，CAD/CAMインレーと CAD/CAM冠の製作時における口腔内スキャナー（IOS）の
保険適用である．これは従来技工室主導であったデジタル化がチェアサイドへと波及することが予想さ
れる．そして，患者の口腔内から直接取得されたデジタルデータを活用した多様な展開が期待されてい
る．
　本講演では，こうした現状をふまえ，CAD/CAMブリッジや CAD/CAMチタンクラウンなど，今後
保険適用が期待されるデジタル技術についても解説し，診療室，歯科技工所，行政，産業界が一体となっ
て共創する，次世代の歯科医療像について議論を深めたい．

略　歴
1987 年  北海道大学歯学部卒業
1991 年  北海道大学大学院修了（歯学博士）
1991 年  北海道大学歯学部歯科補綴学第二講座助手
1999 年  北海道医療大学医療科学センター講師
2002­2003 年 ベルギー王国ルーベンカソリック大学客員教授
2004 年  北海道医療大学個体差医療科学センター助教授
2012 年  北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系高度先進補綴学分野准教授
2015 年  北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野教授

シンポジウム 2　『CAD／CAM冠の現状と今後の期待』

CAD／CAM冠が先導する保険診療のデジタル化

疋田　一洋
（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野）

座長　小峰　太（日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座）
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　令和 6年度診療報酬改定において，大臼歯 CAD/CAM冠（エンドクラウン）が保険収載されたことに
より，エンドクラウンは国内において注目を集めている．エンドクラウンは，髄室と歯冠部を単一の材
料で修復する歯冠修復装置であり，従来のポストクラウンとは修復概念が異なり，ポストによる機械的
保持ではなく，接着を主体とした歯冠修復装置である点に特徴がある．CAD/CAM技術とミニマルイン
ターベンション（MI）の概念を融合した低侵襲な修復治療として位置づけられ，近年その臨床的有用性
が再評価されている．
　従来，大臼歯の根管治療後の補綴治療としては，支台築造後に全部被覆冠を装着する方法が一般的で
あった．しかし，十分な強度や形態を確保するためには歯質削除量が多くなり，咬合クリアランスが不
足する症例や歯冠高径が低い症例では，補綴装置の脱離やチッピングのリスクが問題となる．
　一方，エンドクラウンは歯冠部と髄室保持部が一体化しているため，歯質削除量を抑えつつ補綴装置
に十分な厚みを確保でき，クリアランスが限られた症例や咬合力の強い症例においても有効な選択肢と
なり得る．近年の臨床研究においても，従来型クラウンと同等の良好な臨床成績が報告されており，信
頼性の高い補綴治療として評価されている．しかしながら，髄室保持部が過度に深い場合には適合精度
の低下を招く可能性があり，補綴装置の厚みにより光重合が不十分となるなど，形成や接着操作には十
分な配慮が必要である．
　本講演では，エンドクラウンの有用性と臨床上の注意点について整理するとともに，セラミックスの
応用，口腔内スキャナを用いた 1 day treatmentの可能性，さらに 3Dプリンターを用いたエンドクラウ
ン製作など，デジタル技術の進展をふまえた今後の展望について考察する．

略　歴
1999 年　広島大学歯学部卒業
2003 年　広島大学大学院歯学研究科修了（歯科補綴学第一講座）
2004 年　アイオワ大学歯学部客員研究員
2005 年　九州歯科大学口腔再建リハビリテーション学分野助手
2007 年　同分野助教
2015 年　同分野准教授
2025 年　九州歯科大学口腔再建補綴学分野教授

シンポジウム 2　『CAD／CAM冠の現状と今後の期待』

エンドクラウンの有用性と今後の展望

正木　千尋（九州歯科大学口腔再建補綴学分野）

座長　小峰　太（日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座）
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　デジタル技術を製作の基盤とした補綴装置であるCAD/CAM冠は，保険診療での歯冠修復において多
くの症例に使用されており，全部金属冠を上回る普及を達成しつつある．臼歯部の少数歯欠損に対して
は，高強度硬質（コンポジット）レジンブリッジが使用可能であるが，その治療技術をさらに進化させ
るため，コンポジットレジンブロックを用いた 3ユニット CAD/CAMブリッジの開発が進められてい
る．この背景には，歯科用貴金属材料の異常な高騰と，輸入に依存した材料からの脱却を目指し，高品
質で安定した材料供給が求められているところにある．しかし，コンポジットレジンブロックは脆性材
料としての破壊挙動を示すことから，臨床応用に際しては十分な機械的強さと安全性を担保する設計整
理が不可欠である．
　本講演では，令和 7（2025）年 10 月 3 日に日本歯科理工学会および日本補綴歯科学会より公表された
「コンポジットレジンを用いた 3ユニット CAD/CAMブリッジの具備すべき機械的性質要件に関する基
本的な考え方」に基づき，一体構造ならびに二層構造（ファイバーフレーム併用型）など複数のデジタ
ル製作様式における構造的特徴を整理し，それらが機械的性質および破壊様式に及ぼす影響について概
説したい．また，材料物性評価としての曲げ試験に加え，臨床形態を反映したブリッジ形状による強度
評価の重要性も提示し，デジタル技術を援用することで，解剖学的形態を有した試験片を用いても，試
験片間の誤差が少なく信頼性の高い評価が行える可能性について考察する．
　コンポジットレジンブロックを用いた3ユニット CAD/CAMブリッジでは，補強材料の有無や材料の
弾性率が，破壊様式や支台装置への負荷伝達に強く関与し，補強構造が破壊挙動の制御に寄与し得る可
能性がある．ブリッジの設計と材料特性を理解することで，今後の症例および材料選択の参考になれば
幸いである．

略　歴
1999 年 3 月　日本歯科大学歯学部卒業
2003 年 3 月　日本歯科大学大学院歯学研究科臨床系修了
2006 年 4 月　日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座助手
2006 年 8 月　フィンランド，トゥルク大学留学
2009 年 6 月　香港大学牙医学院牙科物質学・客員准教授
2010 年 4 月　日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座講師
2015 年 4 月　日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座准教授
2019 年12月　日本歯科大学生命歯学部歯科理工学講座教授

シンポジウム 2　『CAD／CAM冠の現状と今後の期待』

CAD／CAMにて製作されたコンポジット
レジンブリッジの評価

新谷　明一（日本歯科大学生命歯学部歯科理工学講座）

座長　小峰　太（日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅲ講座）
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　歯科におけるものづくりの歴史は鋳造法を基盤として発展し，1974 年には歯科鋳造用金銀パラジウム
合金が現在の 12％Pd組成で規格化された．1970 年代には陶材焼付鋳造冠の普及により審美修復が進展
し，貴金属系材料の使用が拡大した．一方，義歯床材料は 1929 年の Co­Cr合金に始まり，その後，生
体適合性向上を目的に純チタンやチタン合金が導入されてきた．
　2000 年以降，デジタルデンティストリーの進展により，歯科におけるものづくりは鋳造法から CAD/
CAMによる切削加工へと大きく移行した．現在では CAD/CAMシステムが臨床に広く普及し，貴金属
価格の高騰を背景にメタルレス化が進んでいる．特にジルコニアの使用が増加しており，保険補綴装置
にも CAD/CAM加工が導入され，デジタル技術は歯科補綴の主要な製作手段として定着しつつある．
　一方，2000 年以降には，次世代の製造方法として注目されていた金属粉末積層造形法が並行して使用
され始めた．当時は貴金属の高騰により，審美補綴装置に使用される金属も鋳造法を含めて Co­Cr合金
の使用が増加しており，国内でもその需要は拡大していた．海外では2005年頃から金属粉末積層造形用
の Co­Cr合金が使用されていたが，国内で実際に使用され始めたのは 2009 年からである．その後，歯
科用三次元積層造形用金属粉末（Co­Cr合金）は新たなカテゴリーとしての薬事承認を取得し，2018 年
4 月に正式に認可されたが，その取得までには約 10 年を要した．さらに今回，そこから 7年を経て 2025
年 10 月にはチタン合金（64Ti）が承認され，同時に適用範囲も矯正装置へと拡大されている．
　本シンポジウムでは，金属積層造形装置を導入する歯科技工所が増加している現状をふまえ，これま
での経緯や薬事承認の内容，さらに金属積層造形技術における国内での導入コストや普及状況について
報告する．また，臨床応用の実際に加え，海外での取り組みや普及状況についても併せて紹介したい．
　2025 年 12 月には積層造形法を用いた保険義歯が正式に認可された．保険義歯の大半を占めるのは部
分床義歯であるが，歯冠修復物の分野では急速にデジタル化が進んでいる一方，義歯領域，特に部分床
義歯には依然としてデジタル化が進んでいないのが現状である．歯科技工士不足が深刻化するなか，金
属積層造形法が保険適用のなかで使用できるようになれば，義歯製作の効率化と品質向上に寄与し，患
者に安定した補綴治療を提供するための重要な技術的基盤となることが期待される．

略　歴
1976 年　和田精密歯研株式会社入社
2009 年　和田精密歯研株式会社常務取締役，生産本部長
2017 年　和田精密歯研株式会社顧問
2018 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科講師
2022 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科准教授
2023 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科特任教授
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　歯科金属補綴装置は，主にロストワックス法による鋳造技術を用いて製作されてきたが，近年の歯科
技工分野における急速なデジタル化に伴い，その製作方法にも変化がみえ始めている．
　弊社は創業以来，歯科用金属材料の開発および製造販売を行ってきたが，これまで主に鋳造用途の材
料を中心に展開してきた．このような背景のもと，欧米や中国などを中心に広がりをみせていた金属積
層造形技術に着目し，国立研究開発法人産業技術総合研究所との共同研究を通じて，歯科用金属積層造
形材料の薬事申請に取り組むこととなった．その結果，2018 年に国内で初めてクラスⅡ医療機器として
三次元積層造形用コバルトクロムモリブデン合金粉末の製造販売承認を取得し，現在では 2種類の同合
金粉末の承認を得ている．
　承認取得からしばらくの間，既承認材料を用いて積層造形を行う歯科技工所は少なく，技術の普及は
限定的であった．しかし，これまで高価格であった造形装置および粉末材料の価格低下により，金属積
層造形技術の普及拡大が期待される状況となっている．
　一方で，造形物の十分な精度や強度を確保するためには，レーザー出力や走査速度，積層間隔などの
造形条件の最適化が不可欠であり，ある程度の経験が必要となることから運用面での課題も残されてい
る．
　このたび弊社では，あらたに三次元積層造形用 Ti­6Al­4V合金粉末の薬事承認申請に取り組み，医薬
品医療機器総合機構（PMDA）への申請から 1年以上を経て，2025 年 11 月に薬事承認を取得すること
ができた．歯科補綴装置で使用されている主なチタン材には純 Tiおよび Ti­6Al­4V合金があるが，本申
請においては，既承認のコバルトクロムモリブデン合金粉末からさらに使用用途を広げることも目標と
していたことから，より高い機械的強度が期待できる Ti­6Al­4V合金粉末の承認取得を優先的に進める
こととした．
　本講演では，これまで承認取得したコバルトクロムモリブデン合金粉末から，最新の Ti­6Al­4V合金
粉末に至るまでの薬事承認取得の概要について，今後の展望も含めて発表していきたい．

略　歴
2001 年　三重大学工学部分子素材工学科卒業
2004 年　大阪大学歯学部附属歯科技工士学校卒業
2010 年　株式会社アイディエス入社
 歯科用合金の製造，製品開発，品質管理を担当
2024 年　同社第二種医療機器製造販売業総括製造販売責任者に就任，現在に至る
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　近年，歯科補綴領域におけるデジタル化が急速に進展するなか，金属積層造形（Metal Additive Man-

ufacturing：MAM）は従来の加工方法（鋳造法・切削法）とは異なる製造パラダイムとして注目されて
いる．本技術は複雑形状の実現性，材料歩留まりの向上，設計自由度の拡大を特徴とし，金属 3Dプリ
ンティングによる補綴装置製作の実用化が進んでいる．
　本講演では，工業会における金属積層造形技術導入事例から歯科分野における事例，今後の展望を紹
介する．最新の歯科用金属 3Dプリンターと専用ソフトウェアを組み合わせ，従来の加工法と比較して
材料使用率が大幅に改善され，加工時間の短縮とコスト最適化を同時に達成している．また，従来の加
工方法では困難であった内部構造の最適化や薄肉部の一体成形が可能となり，適合精度と強度性能の両
立に寄与している．これらの成果は既存のミリングマシンとソフトウェアによるプロセス設計の蓄積が
あって初めて活かされており，今後は国内の歯科技工分野への展開も期待されている．
　さらに，国内市場における最新鋭の歯科用金属 3Dプリンター導入動向と，関連する規格・管理体制
の課題についても整理した．医療機器としての法規制対応，粉末材料の管理，造形後処理プロセスの標
準化は今後の普及に向けた重要なポイントである．将来的には，AI支援設計などの先進技術との融合に
より，個別化補綴装置の高効率生産が実現し，歯科技工士の業務改善，患者満足度の向上と歯科診療の
高度化に寄与することが期待される．
　本講演では，一般工業会での導入支援実績を生かした次世代歯科補綴の実装に向けた技術的・運用的
インサイトを提供するものである．

略　歴　瓜生　博伺
2002 年  横浜歯科技術専門学校卒業
2002­2014 年　横浜歯科技術専門学校教務課
2014 年  株式会社データ・デザイン入社

日本デジタル歯科学会

略　歴　牛尾　公一
2014 年　近畿大学理工学部理学科物理学コース卒業
2014 年　株式会社データ・デザイン入社
三次元計測および3Dスキャナを用いたリバースエンジニアリング技術に従事し，形状取得から CADデータ生
成までの技術検討・評価を担当．その後，トポロジー最適化，ラティス構造設計，リバースエンジニアリング
関連ソフトウェアに関する技術調査および適用検討を行う．
現在は，金属積層造形（AM）技術と CAD/CAMを統合した設計・製造プロセスの検討に携わり，AMソリュー
ショングループおよびCAD/CAMソリューショングループのリーダーとして，製造業におけるデジタルエンジ
ニアリングの高度化に取り組んでいる．
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　人口動態は短期間では変化させにくく，将来像は一定程度予測できる．日本では少子高齢化が不可逆
的に進み，将来的に地方部の人口減少や地域消滅が現実となり得る．その結果，人口減少地域では，単
一の医療機関で完結する従来型の歯科医療提供体制や歯科保険診療の維持が困難となる可能性がある．
　このような地域では，診診連携や病診連携，医療機関間の機能分担を前提とした体制への移行が不可
避となる．特に歯科医療は長期の継続管理や複数施設での診療が生じやすく，患者単位での診療履歴や
判断過程の共有が重要となる．
　そのため，医療 DXを前提とした歯科医療情報基盤の整備が不可欠である．重要な要素の 1つが診療
情報のデータ標準化であり，標準化とは，診療行為や臨床判断を施設・記録者が異なっても同じ意味で
理解・再利用できる形で表現することを指す．しかし，歯科診療はレセプト情報中心の制度設計が主で，
画像や判断根拠などの臨床情報は十分に整理・活用されてこなかった．
　一方，歯科医療 DXは既存データの標準化だけでは実現しない．AIの進展により，診療過程，画像所
見，術者の判断や経験といった情報もデータとして扱えるようになりつつある．これらを基盤上で統
合・分析することで，歯科診療の質や有効性を評価するエビデンス創出が期待される．
　さらに，データ活用を安全かつ継続的に進めるためには，利用目的や責任分担を明確にするデータガ
バナンスが重要である．標準化，AIによるデータ化，データガバナンスを相互に関連づけた歯科医療情
報基盤を整備し，将来の歯科保険制度における評価や給付のあり方を検討する基盤として活用していく
ことが求められる．

略　歴
2001 年　北海道大学歯学部卒業
2004 年　大阪大学大学院歯学研究科博士課程修了　博士（歯学）
2004 年　大阪大学サイバーメディアセンター教務職員
2009 年　大阪大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了　博士（情報科学）
2011 年　ジョセフ・フーリエ大学客員教授
2011 年　大阪大学大学院基礎工学研究科特任講師（常勤）
2013 年　大阪大学歯学部附属病院医療情報室助教
2019 年　大阪大学歯学部附属病院医療情報室准教授
2019 年　大阪大学歯学部附属病院医療情報室室長
2024 年　大阪大学歯学部附属病院口腔医療情報部部長
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　歯科分野における医療 DXの進捗を明らかにするとともに，日本歯科医師会の医療 DXへの取り組み
を紹介し，今後の展望について述べる．
　骨太の方針 2024 では，「医療 DXの推進に関する工程表」に基づき，全国医療情報プラットフォーム
（オンライン資格確認，電子処方箋等）を構築するほか，電子カルテの導入や電子カルテ情報の標準化，
診療報酬改定 DX，PHRの整備・普及を強力に進めることが明記された．オンライン資格確認を端緒と
する医療界のデジタルトランスフォーメーションは，いまや広範かつ急速に進展している．
　さらに，今般の医療法改正により，2030（令和 12）年までに医療機関における電子カルテの普及率を
概ね 100％とする目標が明確に示された．医科分野においては，2026 年冬頃の本格運用を目指し，電子
カルテに関するモデル事業が進められている．一方歯科分野では，令和 7年度より検討を開始した段階
であり，本格運用までにはなお数年を要するものと見込まれる．
　電子処方箋については，2025 年 3 月までにおおむねすべての医療機関等に普及させるとされていた
が，現時点では当初の想定どおりには進んでいない．現在は電子カルテとの一体的な導入を進める方針
とされているが，その成否は制度設計や現場の実情への配慮に大きく左右されると考えられる．
　電子カルテおよび電子処方箋の普及，ひいては全国医療情報プラットフォームを通して全国の医療機
関で医療情報の共有が実現すれば，より質の高い医療提供に繋がることが期待される．しかしながら，
すべての医療機関・国民をもれなくデジタル化の枠組みに含めることは容易ではない．たとえデジタル
化への対応が困難であっても，従来どおりに患者は医療を受けられ，医療機関は医療を提供できる体制
を確保してこそ，持続可能な変革への挑戦が可能になると考えている．
　日本歯科医師会の役割は，歯科医療に携わる方にとって医療 DXが円滑に導入できる環境を整備する
ため，国と協議・交渉を行い，制度面・運用面の両面から環境整備を進めていくことにある．そのため
にも，歯科の特性をふまえた制度設計や，導入に伴う負担の軽減について，国に対して継続的に提案・
要望を行っていく必要があると考えている．

略　歴
1988 年　日本歯科大学歯学部卒業
1990 年　小野寺歯科医院開設
2004 年　歯学博士（日本歯科大学）
2013 年　東京都品川歯科医師会専務理事（2017 年まで）
2017 年　東京都歯科医師会会計担当理事（2021 年まで）
2021 年　東京都品川歯科医師会会長
2023 年　日本歯科医師会常務理事
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　近年，医療 DXの推進は歯科医療分野においても急速に進展しており，とりわけ歯科技工領域ではデ
ジタル化が不可逆的な流れとなっている．その背景には，金銀パラジウム合金価格の高騰に伴う材料コ
ストの増大や，労働力不足といった構造的課題が存在し，従来の金属修復中心の歯科技工体制から，
CAD/CAMを中核としたデジタル歯科技工への転換が強く求められている．こうした社会的・経済的要
請をふまえ，今後の歯科保険制度においては，デジタル歯科技工を円滑かつ持続的に推進するための制
度整備が不可欠である．特に，デジタル歯科技工の成功の鍵は，歯科医師と歯科技工士との連携にある
ことから，連携強化を現状以上に評価する仕組みや，歯科技工所における人材確保および処遇改善を目
的とした取り組みが望まれる．
　さらに，補綴装置製作における設計・診断段階からの歯科技工士の関わりを評価する観点から，デン
チャー設計等への関与を明らかにする仕組みも重要であると考えられる．加えて，今後は光学印象を前
提とした CAD/CAM冠製作の適用拡充や，CAD/CAM冠および CAD/CAMインレーの算定要件の見直
しなど，デジタル技術を前提とした保険算定条件の再構築が進むことが予想される．また，金属材料に
ついても，チタン，チタン合金を用いた補綴装置の保険適用拡大など，材料選択の変化が歯科技工のあ
り方に大きな影響を与えてくるであろう．
　一方で，電子歯科技工指示書や電子歯科技工録といった情報管理のデジタル化は不可避であり，歯科
医療機関と歯科技工所間における情報共有の高度化が求められる．その際，個人情報および医療情報を
適切に取り扱うためのセキュリティ連携体制の構築はきわめて重要であり，技術的・制度的両面からの
整備が今後の大きな課題となる．
　本講演では，これらの保険制度改正の動向をふまえ，医療 DX時代における歯科技工士の役割を再定
義するとともに，歯科医療の質向上に資する持続可能な保険制度設計のあり方について考察する．

略　歴
1980 年　帝塚山学院短期大学卒業
1998 年　新大阪歯科技工士学校卒業
2006 年　株式会社デンタルデジタルオペレーション専務取締役

日本歯科技工士会副会長
日本歯科技工士会認定講師
日本デジタル歯科学会デジタル歯科技工技術認定士
大阪大学歯学部付属歯科技工士学校非常勤講師
新大阪歯科技工士学校非常勤講師

シンポジウム 4　『医療DX推進に伴う歯科医療における保険制度の展望』

歯科技工士から見た医療DX推進に伴う
歯科医療における保険制度の展望
山下　茂子（株式会社デンタルデジタルオペレーション）

座長　�木本　克彦�
（神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野）



Vol.16, No.1, 2026 - 34 -

Journal of Digital Dentistry Vol.16 No.1

　口腔内スキャナーによる光学印象法は，インレーやクラウンの印象採得等，日々の一般臨床において
も活用されるようになり，口腔インプラント治療への口腔内スキャナー臨床応用も，適応拡大の一途を
たどっている．そして，印象材や石膏を使用しないことで，患者のストレスの軽減，補綴装置製作に要
する時間の短縮，材料費の節約，形態再現性など，多くの長所があげられる．
　通常の補綴処置においては，おそらく多くの歯科医師が，口腔内スキャナーを補綴装置製作のための
単なる印象採得機器ととらえていることと推測される．それに対し，インプラント治療においては，初
診時のイニシャルスキャンから最終印象にいたる各ステップにおいて広く活用することが可能である．
イニシャルスキャンの画像データは，CTの画像データと重ね合わせてシミュレーション診断とイン
フォームドコンセントの獲得，さらにはサージカルガイドの製作にも使用可能である．そして，埋入手
術後は，補綴装置製作のためのスキャンボディを使用した最終印象採得まで，口腔内スキャナーの活用
の場は多岐にわたる．
　口腔内スキャナーの利点は，小型のスキャナーヘッドを有するため，大臼歯部の印象時にも大きな開
口を必要としないことである．さらに嘔吐反射を有する患者に対しても難なく印象採得が可能である．
このように口腔内スキャナーの活用は，従来の印象採得法の課題を解決可能とし，臨床的意義が高い術
式と考えられる．
　一方，印象の寸法精度に関してはいまだ不明な点が多く，そしてフルアーチにおける光学印象法は従
来法の印象採得よりも精度が低く，距離が増加するにつれて精度が低下するという報告もある．我々の
最新の知見においては，カメラの大きさ，スキャン方式，スキャンパウダーの有無が口腔内スキャナー
の印象精度を左右する重要なファクターであることが示唆されている．そして，現状では口腔インプラ
ント治療における口腔内スキャナーの適用は，単独歯から少数歯欠損症例を推奨せざるを得ない．多数
歯欠損症例において口腔内スキャナーを使用する場合は，精度の不確定要素があるため，ベリフィケー
ションインデックス等の従来法の術式も併用する必要がある．
　本シンポジウムにおいては上記内容をふまえ，エビデンスベースで口腔インプラント治療における口
腔内スキャナーの効果的，効率的な臨床応用法について考察する．

略　歴
1993 年　東京医科歯科大学大学歯学部卒業
1997 年　東京医科歯科大学大学院修了（歯学博士）
 東京医科歯科大学歯学部附属病院医員
1999 年　ハーバード大学マサチューセッツ総合病院研究員
2001 年　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科助手
2009 年　岩手医科大学歯学部口腔インプラント学科准教授
2012 年　岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座主任教授
2023 年　愛知学院大学歯学部冠橋義歯・口腔インプラント学講座主任教授
※東京医科歯科大学は 2024 年に東京科学大学と改称

シンポジウム 5　『口腔内スキャナーの臨床活用と今後の期待』

口腔インプラント治療における精度と効率を
考慮した口腔内スキャナーの臨床活用
近藤　尚知
（愛知学院大学歯学部冠橋義歯・口腔インプラント学講座）

座長　前川　賢治（大阪歯科大学歯学部欠損歯列補綴咬合学講座）
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　近年，口腔内スキャナー（Intraoral Scanner：IOS）の精度向上およびデジタル補綴ワークフローの普
及に伴い，クラウン修復における光学印象の臨床応用は急速に拡大している．さらに我が国においてク
ラウン補綴に対する光学印象が保険収載されたことにより，IOSを用いた印象採得は日常臨床において
重要な選択肢となりつつある．一方で，歯肉縁下に設定されたマージンの取得は依然として臨床的課題
であり，その確実な可視化およびデータ取得には適切な軟組織マネジメントとスキャンプロトコルが求
められる．
　従来のシリコーン印象では圧排糸や歯肉圧排材を用いた歯肉溝の拡大によりマージンを露出させる手
法が一般的であるが，光学印象では光学的特性，表面状態，ならびにスキャン方向などがマージン取得
に影響を及ぼすと考えられている．特に歯肉縁下マージンにおいては，歯肉圧排法の選択，歯間分離の
確保，乾燥環境の維持，および適切なスキャンパスの設定が重要な要素となる．
　また近年の IOSは高解像度の三次元データ取得が可能となっており，臨床的な軟組織マネジメントと
適切なスキャン手順を組み合わせることで，歯肉縁下マージンの取得精度の向上が期待されている．本
シンポジウムでは，クラウン光学印象が保険収載された現在の臨床状況をふまえ，口腔内スキャナーを
用いた歯肉縁下マージン取得の臨床的要点について，歯肉圧排法，スキャン手順，および臨床的留意点
を中心に整理し，デジタル補綴における光学印象の可能性と課題について考察する．

略　歴
1996 年　明海大学歯学部卒業，同年明海大学病院第一口腔外科勤務
2000 年　北道歯科医院開業
2007 年　CEREC3 system臨床導入

日本臨床歯科 CADCAM学会会長，指導医
日本デジタル歯科学会専門医
厚生労働省歯科臨床指導医
ISCD国際コンピューター歯科学会公認トレーナー
アライン社公認 GPパートナーズドクター
アマンギルバッハ社グローバル KOL

VITAドイツ公認グローバル KOL

株式会社MORITACADCAMインストラクター

シンポジウム 5　『口腔内スキャナーの臨床活用と今後の期待』

口腔内スキャナーによる歯肉縁下マージンの
光学印象に関する臨床的考察

北道　敏行（きたみち歯科医院）

座長　前川　賢治（大阪歯科大学歯学部欠損歯列補綴咬合学講座）
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　人工知能（AI）は驚異的なスピードで進化を続け，医療分野へも適応されるようになった．本講演で
は AI技術の説明とともに，歯科領域における AI画像診断支援の研究を，特に歯科インプラントや顎骨
囊胞への適応例をあげながら紹介していく．
　2006 年にジェフリー・ヒントン氏らにより発表されたディープラーニング（深層学習）は，機械学習
に多層のニューラルネットワーク技術を応用し開発されたもので，コンピュータ自らが大量のデータで
学習し，規則性や判断基準を自動的に見つけ出す．ディープラーニングの出現により，画像認識 AIなど
の性能が飛躍的に向上し，多くの場面で利用されるようになり，第 3次 AIブームとなった．歯科領域で
も多くの研究が報告されているので，それらの一部を紹介する．
　2022 年頃から「生成 AI」の急速な普及により，現在は第 4次 AIブームに入ったともいわれる．生成
AIは，プロンプトと呼ばれる指示に従って，画像，動画，文章，音声，コンピュータプログラミング
コードなどを自動生成する．生成 AIの基盤となっている技術が大規模言語モデル（LLM）であり，LLM

を支えているのが「トランスフォーマー」というニューラルネットワークである．LLMモデルの代表
が，OpenAI社の ChatGPTや GPT­4，Google社の Geminiなどの言語生成 AIである．画像生成 AIモデ
ルもいくつか報告されているので，その技術を紹介する．生成 AIは便利なツールではあるものの，情報
の安全性や倫理的配慮など克服すべき問題点があることを提示する．
　今後，テキスト，音声，画像，動画，センサ情報など 2つ以上の異なるモダリティから情報を収集し，
それらを統合して処理するマルチモーダル基盤モデルが主体となる．2025 年は AIエージェント元年と
されており，それら最新の情報を提供する．

略　歴
1986 年 3 月　九州大学歯学部卒業
1986 年 4 月　九州大学歯学部歯科放射線学講座研究生，医員
1991 年 4 月　九州大学歯学部歯科放射線学講座助手
1993 年 4 月　長崎大学歯学部歯科放射線学講座助手
1996 年 5 月　愛知学院大学歯学部歯科放射線学講座非常勤講師，助手，講師
2007 年 5 月　ハーバード大学マサチューセッツ眼耳鼻科病院放射線科　在外研究留学
2014 年 2 月　愛知学院大学歯学部歯科放射線学講座准教授
2021 年 9 月　大阪歯科大学歯学部歯科放射線学講座主任教授

企画講演 1　『歯科画像AI の最前線』

歯科画像 AIの最前線

有地　淑子（大阪歯科大学歯学部歯科放射線学講座）

座長　金田　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
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　従来のマルチブラケット装置を用いた矯正歯科治療は，多種多様なブラケット，バンド，ワイヤーの
在庫管理を必要とし，多額の初期投資を伴う．また，ブラケットのポジショニングやワイヤーベンディ
ング，歯の移動予測には高度な習熟度と臨床経験が不可欠であり，さらに二次元セファロ分析など矯正
治療には欠かせない矯正診断においても高い経験値が必要になり，その専門性の高さから多くの一般歯
科医師にとってハードルの高い治療であった．
　しかし近年のデジタル技術の進歩により，AIによる自動セファロ分析やCBCTデータを用いた顎頭蓋
計測ソフトが普及し，診断のデジタル化が加速している．さらに，口腔内スキャナ（IOS）のデータか
らウェブサービスを通じて容易にアライナー装置が製作可能となったことで，在庫リスクが解消され，
一般歯科医師による矯正歯科治療への参入が容易となった．
　現在，一部のサービスでは CBCTデータを統合することで歯根の状態を考慮したセットアップも可能
となり，データをアップロードすれば，ほぼ自動的に整列された歯列が提示される．しかし，広告媒体
等で散見される「デジタルを用いれば容易に矯正歯科治療が可能」という風潮には危惧を覚える．矯正
歯科治療の本質は単なる歯列の整列ではなく，生体にとって形態的・機能的に調和のとれた「個性正常
咬合」を構築することにあるからである．デジタルツールの利便性に依存し，歯科矯正学の基本原則を
疎かにした治療によるトラブルの増加も報告されており，術者の診断能力が改めて問われている．
　矯正歯科治療において上下顎全歯を三次元的に移動させるには，CBCTを用いた顎顔面骨格および上
下顎歯形態の把握が不可欠である．それぞれの歯根を考慮して歯をどの位置へ移動させるべきか，さら
には小臼歯抜歯の要否を含めた的確な「治療目標」の設定こそが，デジタル矯正の成否を分ける．個性
正常咬合は，個々の骨格形態や筋圧バランスのなかに成立するものであり，自動的に整列された歯列が
必ずしも個々の生体許容範囲を反映しているとは限らない．
　本講演では，当院で実践している数種類のソフトウェアとウェブサービスの臨床応用について詳述す
る．本システムを用いることで，咬合関係を含む全顎的な歯の移動を三次元的に定量化し，安全かつ予
知性の高い矯正歯科治療が可能となる．とりわけ，複雑なデジタルデータを整理し，診断から治療目標
設定を支援する「三次元矯正診断システム」について，症例を通して紹介したい．

略　歴
1991 年 3 月　大阪歯科大学卒業
1991 年 4 月　大阪歯科大学歯科矯正学講座入局
1996 年 4 月　大阪歯科大学歯科矯正学講座専攻生
1996 年 6 月　ヤマダ矯正歯科開設（大阪府泉大津市）
2003 年10月　大阪歯科大学歯科矯正学講座専攻生修了"日本人学童の顎顔面頭蓋の成長発育に関する研究"
2008 年 4 月　大阪歯科大学矯正学講座非常勤講師（～2022 年 3 月）

日本矯正歯科学会（認定医，臨床医，研修指導医），日本歯科専門医機構（矯正歯科専門医）
日本成人矯正歯科学会（認定医，臨床指導医，総合指導医），日本舌側矯正歯科研究会（認定医）

企画講演 2　『デジタル矯正歯科における診断と治療』

デジタル矯正歯科における診断と治療
―三次元で考える矯正診断―

山田　尋士（ヤマダ矯正歯科）

座長　橋場　千織（はしば矯正歯科）
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　歯科医療のデジタルトランスフォーメーションは急速に進展しており，口腔内スキャナー，CAD/
CAMシステム，3Dプリンティングなどの技術が臨床の現場に広く浸透している．こうした流れのなか
で令和 8年度の社会保険診療報酬改訂では，デジタル歯科治療の評価体系が大きく見直されることが想
定されている．本講演では，改訂の背景と方向性，ならびに臨床・教育現場への影響について概説する．
　特に注目されるのが，3Dプリンティングデンチャー（3Dプリント義歯）の期中導入による保険適用
である．本技術はデジタル印象データをもとに義歯床や人工歯を高精度に積層造形する新しい義歯製作
法であり，従来のロストワックス法やレジン重合工程に比べ，作業工程の大幅な簡略化と再現性の向上
を実現する．これにより患者の通院回数の削減，製作期間の短縮，さらにはデータ保存による再製作の
迅速化が可能となる．2025 年 12 月 1 日より保険適用が開始されたことは，デジタル補綴分野における
制度的な転換点といえる．
　さらに今回の改訂では口腔内スキャナーを用いた印象採得の評価や，CAD/CAM法による臼歯部ブ
リッジやチタン冠に関する新たな点数設定が検討されている．これにより，歯科医療機関と歯科技工所
とのデジタル連携が制度上も後押しされ，補綴装置の品質の均一化と効率的な製作体制の確立が期待さ
れる．また，デジタルワークフローにもとづく補綴治療の評価が明確化されることで，設備導入を行う
医療機関に対する経済的インセンティブも強化される見込みである．
　本改訂は，単なる技術評価の見直しにとどまらず，歯科医療の質と生産性を同時に高める制度改革で
ある．今後はデジタル義歯製作を担う歯科技工士の育成や，大学教育におけるデジタル補綴カリキュラ
ムの整備が不可欠となる．本講演では，これらの改訂動向を整理し，将来のデジタル歯科医療の展望に
ついて考察する．

略　歴
1988 年　神奈川歯科大学歯学部卒業
2000 年　米国カリフォルニア大学ロサンジェルス校（UCLA）歯学部客員研究員
2007 年　神奈川歯科大学　顎口腔機能修復科学講座クラウンブリッジ補綴学分野教授
2023 年　神奈川歯科大学附属横浜研修センター・横浜クリニック院長
2026 年　神奈川歯科大学附属病院病院長
 学校法人神奈川歯科大学理事

日本デジタル歯科学会常任理事，認定医
日本歯科専門医機構補綴歯科専門医
日本口腔インプラント学会指導医，専門医　など

学会企画講演　『令和 8年度社会保険診療報酬改定に伴うデジタル機器の活用』

デジタル歯科治療に関する令和 8 年度
社会保険診療改訂について
木本　克彦
（神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリッジ補綴学分野）

座長　鳥井　克典（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
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　歯科医師と歯科技工士との情報連携は，歯科技工物の品質や患者満足度に大きく関わる重要な要素で
ある．従来は，模型や指示書を通じて歯科医師から歯科技工士へ情報が伝えられる形式が主であり，歯
科技工士は与えられた情報を忠実に再現する役割を担ってきた．しかし近年のデジタル技術の進展によ
り，情報をより正確かつ多角的に共有できる環境が整い，歯科技工士としても歯科医師の意図を深く理
解し，補綴設計に反映する姿勢が求められている．
　当社はこれまで，インプラント技工に適した工程管理の仕組みを整備し，業務効率化および情報整理
に継続して取り組んできた．患者のデータを一元管理し，歯科医師から提供される情報を正確に把握し
て技工業務に活用できる体制を構築することにより，歯科技工士間の情報共有や業務の属人化防止に一
定の効果が得られている．一方，口腔内スキャナーの本格的な普及に伴い，メーカーごとのプラット
フォーム対応やデータ受け渡し方法の複雑化など，新たな課題も顕在化している．
　こうした課題をふまえ，現在，ソフトウェア企業の協力を得ながら，デジタル時代の歯科技工に対応
可能なソフトウェア開発に取り組んでいる．メーカー各社の IOSデータを統合管理し，受注から設計，
売上管理までを一元的に扱える一気通貫型システムの構築を目指している．本システムは，歯科技工士
が歯科医師から提供されるデータをより正確に把握し，ミスを防ぎながら業務を遂行することを目的と
し，受注業務の省力化やヒューマンエラーの低減，作業時間短縮に寄与するものと考えている．これら
の取り組みは，患者に提供される技工物の安全性や予知性の向上に繋がると考えている．
　今後は，生産工程における省力化を目的として，ロボット活用が進むことになるだろう．これにより，
歯科技工士は単純作業に要する時間を削減しつつ，設計や咬合など，歯科医師の診療を支えるために重
要な分野に集中して携わることが可能になると考えられる．骨・歯牙・粘膜情報をもとにした設計デー
タを適切に共有し，歯科医師の診療の意図を理解したうえでの補綴設計が可能となるであろう．
　情報の「伝達」から「共有」への変化は，患者のより良い笑顔と健康の回復に繋がっていくものと思
われる．これまでの取り組みを通じて得られた知見をもとに，歯科技工士の立場から見た DXと省力化
の意義，ならびに歯科医師とのより良い連携のあり方について考察する．

略　歴
1980 年　日本大学歯学部附属歯科技工専門学校卒業
1984 年　協和デンタル・ラボラトリー創業
2014 年　（公社）日本口腔インプラント学会専門歯科技工士委員会委員
2020 年　（一社）日本デジタル歯科学会副理事長
2020 年　（一社）日本歯科技工学会理事，学術副委員長
2023 年　ITI Fellow

歯科技工士セッション　『歯科技工士と歯科医師との情報連携』

‘伝える’から‘共有する’へ
―歯科技工士と歯科医師の新しい関係―

木村　健二（有限会社協和デンタル・ラボラトリー）

座長　陸　誠（株式会社コアデンタルラボ横浜）



Vol.16, No.1, 2026 - 40 -

Journal of Digital Dentistry Vol.16 No.1

　2018 年に経済産業省から DXレポートが公開され，ビジネス領域におけるデジタル・トランスフォー
メーション（DX）が推進されました．また，2022 年には内閣に医療 DX推進本部が設置され，医療分野
におけるデジタル化も加速しています．
　このような背景をふまえ，大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科では，歯科衛生士にとってもデジ
タルに関する知識と技能が重要であるとの認識から，ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）の 1つ
に「情報システムを用いて医療保健に関する情報収集，分析，課題解決および提示ができる」を掲げて
います．これにもとづき「情報科学Ⅰ」「情報科学Ⅱ」「デジタル基礎工学」「口腔デジタル臨床歯学」の
4科目 4単位を設置し，体系的なデジタル教育を実施しています．
　これらの科目を通じて歯科衛生士を目指す学生は，コンピュータのハードウェアやソフトウェア，シ
ステム構築の基礎，CAD/CAMシステムを理解するとともに，口腔内スキャナー（Intraoral Scanner：
IOS）に関する知識と技能を習得します．また，3D測定データ用検査ソフトウェアを用いた 3Dデータ
の分析も学修しています．
　本講演のテーマである IOSは，CAD/CAMによる口腔内装置の製作だけでなく，歯科領域全般での活
用が進んでおり，歯科衛生士の業務においても有用性が高まっています．講演では基礎編として，デジ
タル化の特徴や利点，3Dデータの取得方法，三次元分析など，歯科衛生士が口腔内スキャナーを活用す
るうえで必要となる内容について解説します．
　IOSによる記録を活用することで，口腔内の形状や変化を定量的かつ視覚的に把握することが可能と
なり，診査や患者教育において非常に有用です．また，IOSでは印象材，トレー，石膏を使用しないた
め，作業効率の向上や患者の不快感の軽減にもつながります．さらに，歯科技工士との連携においても
重要な役割を果たします．
　今後，利用の拡大とともにハードウェア，ソフトウェア，さらには AIの進化が進むことは確実です．
歯科衛生士の皆さまが IOSの基本事項を理解し，積極的に活用していただくうえで本講演が役立つとと
もに，今後の技術的進化を追従し，さらには牽引していく存在となることを期待しています．

略　歴
1982 年　大阪歯科大学卒業
1987 年　大阪歯科大学大学院歯学研究科博士課程修了
　　　　 大阪歯科大学歯科補綴学第一講座助手
2000 年　大阪歯科大学高齢者歯科学講座助手
2003 年　大阪歯科大学高齢者歯科学講座講師
2017 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科教授，学科長
2025 年　大阪歯科大学医療保健学部客員教授

歯科衛生士セッション　『歯科衛生士のための口腔内スキャナーの活用』

歯科衛生士のための口腔内スキャナーの活用
―　基礎編　―

柿本　和俊（大阪歯科大学医療保健学部）

座長　田中　順子（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
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　口腔内スキャナー（Intraoral Scanner，以下 IOS）は，補綴や矯正のみならず多くの歯科領域での活用
が進んでいる．IOSによる口腔内形状のデジタル化は，従来の印象採得の代替にとどまらず，口腔内情
報のリアルタイム可視化，咬合状態や歯肉形態の経時的変化の把握を可能にする．そのため，予防処置
やメインテナンスを担う歯科衛生士の臨床においても，今後ますます重要なツールになると考える．
　歯科衛生士による歯科保健指導では，指導後の歯肉の変化を説明する場面が多いものの，その変化を
明確に示すことは容易ではない．そこで我々は，IOSを歯科保健指導に応用する可能性を検討した．ま
ず，全部床のろう義歯と義歯を用いて口腔内形状の記録精度を評価し，続いて歯肉部への薄いフィルム
の貼付や圧排糸の挿入による形態変化を検出できるかを調査した．これらの結果，IOSは視診では把握
しづらい歯肉形態の変化を高精度にとらえ，定量化および可視化できることが確認された．
　さらに，本学教職員および学生 9名を対象に，従来の歯科保健指導と IOSを用いた歯科保健指導を比
較したところ，IOSは従来の歯周組織検査よりも詳細な歯肉変化の把握に有用であることが示された．
操作時間や IOS先端の大きさなど記録を不快に感じる対象者も一部存在したが，多くの被検者からは
「わかりやすく，受けたい指導である」との評価を得た．一方で，別の研究では IOSによる記録が患者
の体位の影響を受ける可能性があることも明らかになった．
　IOSを歯科衛生士が臨床で活用することは，患者教育の質向上，セルフケア行動の変容，チーム医療
における情報共有の効率化など，多面的な臨床的価値をもたらすと考える．歯科衛生士が IOSを最大限
に活用するためには，機械の特性に応じた操作手技の取得，精度評価の理解，データ管理能力などが不
可欠である．
　本講演では臨床編として，これまでの研究成果を基盤として，歯科衛生士が IOSを実践的に活用する
ためのポイントと課題，今後の展望について述べる．

略　歴
2006 年　大阪歯科衛生士専門学校卒業
2007 年　大阪歯科大学歯科衛生士専門学校専攻科卒業
 医療法人八木歯科
2016 年　大阪歯科大学附属歯科衛生士専門学校講師（非常勤）
2019 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科助手（非常勤）
2020 年　大阪歯科大学大学院医療保健学研究科修士課程修了
2021 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科助教
2023 年　大阪歯科大学大学院医療保健学研究科博士課程（後期）修了
2025 年　大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科講師

歯科衛生士セッション　『歯科衛生士のための口腔内スキャナーの活用』

歯科衛生士のための口腔内スキャナーの活用
―　臨床編　―

谷　亜希奈（大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科）

座長　田中　順子（大阪歯科大学歯学部有歯補綴咬合学講座）
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　近年，歯科医療におけるデジタル技術の進歩は目覚ましく，補綴歯科領域においてもその応用は急速
に拡大している．総義歯治療の分野においても，3Dプリンターやミリングマシンを用いたデジタル総義
歯製作が可能となり，従来のアナログワークフローに大きな変化をもたらしている．昨年には 3Dプリ
ント総義歯が保険収載され，デジタル総義歯は研究や一部の先進的な施設に限られた技術ではなく，一
般臨床においても現実的な選択肢の 1つとなりつつある．
　デジタル総義歯の精度に関しては，従来法と比較しても遜色がない，あるいはそれ以上に高い精度を
示す報告がなされており，適合性や再現性，作業効率の面からも一定の評価が得られている．一方で，
デジタル技術を導入すれば自動的に患者満足度が向上するわけではないことも明らかである．高精度な
義歯製作が可能となったからこそ，顎間関係の設定，咬合様式の選択，義歯形態の設計といった基本的
な診療技術の重要性は，むしろこれまで以上に高まっているといえる．デジタル技術は診断や判断を代
替するものではなく，術者の意図を正確な形にするための手段である．
　総義歯臨床を進めるなかで，治療用義歯の有効性を実感する場面は多い．特に顎堤吸収が著しい症例
や，咬合の不安定な難症例において，治療用義歯は機能回復や顎位の安定に大きく寄与する．しかし従
来法では，治療用義歯から最終義歯へ移行する過程が煩雑であり，治療用義歯で得られた顎位や咬合，
義歯形態といった情報を最終義歯へ反映させるためには，高い技術と豊富な経験が求められてきた．
　これに対し，デジタル技術を応用することで，治療用義歯の情報を効率よく最終義歯へ反映させるこ
とが可能となり，製作工程の簡略化とともに，義歯製作精度の均一化を図ることができる．本講演では，
治療用義歯とデジタル技術を融合させた総義歯治療の実際を提示し，歯科医師，歯科技工士，そして患
者にとって有益となる，これからの総義歯治療のあり方について考察する．

略　歴
2013 年　東京歯科大学卒
2014 年　医療法人 D&Hかめだ歯科医院勤務
2021 年　飯田歯科本院勤務
2025 年　飯田歯科本院院長

有床義歯学会理事，認定医
日本顎咬合学会会員
日本補綴歯科学会会員
てんとう虫スタディグループ

ランチョンセミナー 1� 共催：株式会社モリタ

The Digital Complete Dentures
～総義歯治療の新時代～

飯田　雄太（飯田歯科本院）
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　ジルコニア製補綴装置は，デジタル技術の進展とともに2004年頃から市場が拡大し始めました．ジル
コニアはファインセラミックスの 1つであり，そのなかでも高靱性・高強度な機械特性に加え，金属ア
レルギーの心配がなく，透光性があり審美性に優れるといった特徴を兼ね備えていることから，歯科材
料の主要な材料の 1つとして世界中で広く使用されています．
　東ソー（株）ではこの約 20 年間，歯科用ジルコニアセラミックス原料粉末の世界トップメーカーとし
て，常に市場ニーズに応じた新しい製品粉末の開発を行うとともに，安心してお使いいただけるよう徹
底した品質管理に取り組んでまいりました．現在，歯科用途に限定しても約20品種の製品を販売してお
り，開発グレードを含めると約 40 品種を展開しています．
　歯科用ジルコニアセラミックスは，その強度と白さからコーピング材として使用されることから始ま
りました．その後，お客様の要望に沿う形で当社が世界に先駆けて開発した透光性グレード（透光性ジ
ルコニア粉末 Zpex®シリーズ）やカラーシェード対応（Yellow，Pink，Grayの粉末配合による希望色発
現）により，フルジルコニア補綴装置へと深化（新化・進化）しました．
　近年，色や透光性のグラデーションがついているマルチレイヤーディスクや，短時間焼結が可能なブ
ロック・ディスクが登場しています．これらは，フルジルコニア補綴装置の審美性向上や作製時間の短
縮に寄与するものであり，世界的な新たな潮流となると考えています．当社では長年培ってきた粒子制
御技術を活かし，より天然歯に近い審美性をもつ歯科材料の提供を目指して，お客様の要望を反映させ
た新グレード開発に注力しています．当社製品が選ばれる理由は，安定した品質と高い信頼性にありま
す．特に，焼結後の強度や色調の再現性において優れた特性を有しています．
　今後も，物性・審美性に優れたジルコニア粉末の提供を通じて，歯科業界の発展に貢献してまいりま
す．本発表では，歯科用ジルコニアセラミックスの開発の歴史とともに，東ソー製品が選ばれる理由に
ついてご紹介いたします．

略　歴
2016 年　東ソー株式会社入社
 機能性無機材料課に配属，ジルコニア粉末プラントの生産安定化業務に従事
2019 年　無機材料研究所にてジルコニアカスタマーサポート業務に従事

ランチョンセミナー 2� 共催：東ソー株式会社

歯科用ジルコニアセラミックス

高田　重志（東ソー株式会社　無機材料研究所　ジルコニアCSG）
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　近年，歯科医療分野においてデジタル技術の進展は著しく，診断，設計，製作に至る一連のプロセス
は大きな変革期を迎えている．口腔内スキャナや CBCTにより取得された三次元データは，CAD/CAM

技術や 3Dプリンティングと連携することで，治療設計から製作までを一貫したデジタルワークフロー
として構築することを可能としている．
　歯科用 3Dプリンティングは，模型，サージカルガイド，プロビジョナルレストレーション，治療用
テンプレートなど，主として樹脂系材料を中心に臨床応用が進み，現在では多くの診療現場で実装され
つつある．高精度かつ再現性の高い造形を実現するシステムの登場により，院内製作やデジタル技工の
選択肢は大きく広がり，診療の効率化と標準化に寄与している．
　一方で近年注目されているのが，セラミック系材料を含む新たな 3Dプリンティング技術の動向であ
る．従来はミリング加工が主流であった高強度材料領域においても，積層造形技術の応用が進みつつあ
り，材料利用効率や設計自由度の観点からも新たな可能性が示されている．臨床現場で使用されている
樹脂系3Dプリンター SprintRay PRO 2による即時性・柔軟性の高いワークフローに加え，セラミック系
造形を志向した新しいアプローチMIDASは，補綴装置製作の将来像を考えるうえで重要な技術的示唆
を与える．
　さらに，これらの技術進化は補綴装置製作にとどまらず，治療計画立案や医療従事者間の情報共有，
教育・人材育成といった側面にも波及効果をもたらす可能性がある．デジタルデータを基盤とした歯科
医療は，診療の質を均質化し，持続可能な医療提供体制の構築にも寄与すると考えられる．
　本講演では，歯科用 3Dプリンティング技術の基礎から臨床応用，さらに将来展望としての材料・造
形技術の進化について概説する．3Dプリンティングを「製作手段」としてではなく，「診療プロセスを
支える技術基盤」として捉え，デジタル歯科医療における今後の方向性について考察したい．

略　歴
2002 年  東京医科歯科大学歯学部卒業
2006 年  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科全部床義歯補綴学分野修了
  東京医科歯科大学歯学部附属病院義歯外来医員
2008 年  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野助教
2013­2014 年　マギル大学 Visiting professor Oral Health and Society, Faculty of Dentistry, McGill University

2020 年  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野講師
2021 年  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科口腔デジタルプロセス学分野教授
2024 年 10 月 東京科学大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野教授

ランチョンセミナー 3� 共催：株式会社ヨシダ

歯科医療における3Dプリンティングの進化と展望

金澤　学（東京科学大学高齢者歯科学分野）
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　近年の歯科デジタル技術の進化に伴い，高機能ポリマーである PEEK（ポリエーテルエーテルケトン）
は，従来の金属補綴に代わる革新的な素材として注目を集めている．本講演では，日常臨床における多
くの PEEK症例から得られた知見をもとに，その卓越した生体親和性，衝撃吸収性，そして軽量性がも
たらす患者満足度の高さについて詳説する．
　特に専門的な知見を有する本学会員に向け，保険適用の大臼歯クラウンにとどまらない応用例に焦点
を当てる．松風 PEEKディスクを活用した「前装冠・前装ブリッジ」や「インプラント上部構造」，さ
らには「義歯フレーム」への展開など，その低弾性係数が支台歯やインプラント体に与える臨床的優位
性を考察する．また，金属アレルギー患者への対応や，全顎症例における大幅な軽量化が QOLに与え
る影響についてもふれ，デジタル補綴の主力となり得る PEEKの今後の可能性と臨床的指針を提示した
い．

略　歴
1997 年　明海大学歯学部入学
2003 年　同大学卒業
2003 年　東京医科歯科大学大学院クラウンブリッジ補綴学分野博士課程入学
2006 年　日本顎咬合学会特別新人賞
2007 年　大学院修了　歯学博士
2008 年　医療法人社団世航会設立
2016 年　明海大学歯学部補綴学講座客員講師
2020 年　日本大学医学部大学院分子細胞生理学分野入学
2025 年　大学院修了　医学博士
 昭和医科大学歯学部歯科補綴学講座兼任講師
 日本顎咬合学会ジーシー賞

医学博士，歯学博士，歯科医師
M.D. D.D.S. Ph.D.

明海大学歯学部機能保存回復学講座クラウンブリッジ補綴学分野客員講師
昭和医科大学歯学部歯科補綴学講座兼任講師
医療法人社団世航会理事長

ランチョンセミナー 4� 共催：株式会社松風

デジタル補綴のパラダイムシフト：
PEEKが拓く広域補綴の新たな可能性

～大臼歯クラウンから，前装ブリッジ，
インプラント上部構造，デンチャー応用まで～

中島　航輝（医療法人社団世航会　理事長）
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　歯科医療におけるデジタル技術の進展に伴い，院内で補綴装置製作を行う「院内内製化」は，診療効
率の向上，治療期間の短縮，品質の安定化といった観点から，日常臨床において重要な役割を担うよう
になっている．本講演では，CEREC Systemを中心とした院内完結型デジタルワークフローと，クラウ
ドプラットフォームである DS Coreを組み合わせた Connected Dentistryの実践について，演者自身の
クリニックでの使用経験をもとに紹介する．
　前半では，口腔内スキャナー Primescanおよび Primescan 2（PS/PS2）を取りあげ，それぞれの仕様
や特長，両機種の違いを整理するとともに，日常診療における運用面での工夫や実際の症例を通じて，
臨床における有用性について解説する．さらに，Primemill，Primemill Light，CEREC Goといったミリ
ングマシンについて，それぞれの位置づけや特性を比較し，診療スタイルや症例に応じた機器選択の考
え方と，院内内製における具体的な活用方法を提示する．
　また，日常診療においては，デンツプライシロナ社製の CT・レントゲンシステム Axeosを用いた画
像診断も重要な役割を担っている．演者のクリニックでは，Axeosにより取得したパノラマ画像および
CBCT画像をもとに，インプラント治療や補綴治療の診断および治療計画を行っている．本講演では，
Axeosの操作性や撮影から診断までのワークフロー，臨床における利便性についても，実際の使用経験
を交えながら紹介する．
　後半では，DS Coreの総論としてその基本概念と臨床における活用方法を概説する．あわせて，Canvas

機能による情報共有，SureSmile Simulatorを用いた治療説明，ラボとのデジタル連携など，演者が日常
診療で実際に活用している機能や症例を紹介する．これにより，院内および院外をシームレスにつなぐ
デジタルワークフローの利便性と実用性を示す．
　本講演では，新製品を含む各機器の特性と実際の臨床運用を通じて，CEREC Systemと DS Coreがも
たらす院内内製化のメリットを多角的に整理する．さらに，Connected Dentistryの観点から，これから
の歯科診療におけるデジタル活用の可能性と，その実践的な導入指針について考察する．

略　歴
2009 年　鶴見大学歯学部卒業
2010 年　広島大学研修医
2011 年　広島大学口腔インプラント診療科
2013 年　広島大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程修了
2015 年　広島大学口腔インプラント診療科助教
2017 年　アメリカ合衆国　University of Connecticut, Department of Prosthodontics　留学
2018 年　広島大学口腔インプラント診療科助教
2024 年　プロソデンタルクリニック開業

日本補綴歯科学会専門医，ITIスカラー，ITIフェロー，広島大学客員講師

ランチョンセミナー 5� 共催：デンツプライシロナ株式会社

院内完結，その先へ
CEREC System×DS Core が実現する
Connected Dentistry

岡田　信輔（プロソデンタルクリニック）
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　現代の歯科臨床において，デジタル技術の導入は単なる効率化の手段にとどまらず，診断の精度向上
と治療結果の予見性を高める不可欠な基盤となっている．本セミナーでは，複雑な症例に対し，デジタ
ルソリューションがどのように治療の質を変革し，患者の QOL向上に寄与するかを考察する．
　当院グループでは，DEXISの AI駆動型ソフトウェア「DTX StudioTM Clinic」の導入を進めており，
CT，口腔内スキャナー，2Dレントゲン等のすべての画像データを一元管理の環境の整備に着手してい
る．このプラットフォームにより，インプラントシミュレーションから補綴設計までがシームレスに繋
がり，従来のアナログ手法では困難であった精密な歯科治療が可能となった．
　本セミナーでは，包括的な補綴再構成症例やインプラント症例を供覧し，AIによる支援が臨床にどの
ように寄与しているかを提示する．また，チェアサイドでの視覚的なコンサルテーションが患者の理解
と同意を深化させる過程についてもふれる．
　デジタルの真価は「データの統合」にあり，個々のデバイスの性能を最大限に引き出すインテリジェ
ントなプラットフォームの活用こそが，明日の歯科医療をより安全で，予見性の高いものへと進化させ
る鍵となると考える．

略　歴
1989 年　日本大学松戸歯学部卒業
2012 年　TEAM東京　ノブレストラティブデンタルオフィス開院

日本大学客員教授（松戸歯学部）
昭和大学歯学部客員教授
東京 SJCD

日本臨床歯科医学会指導医
日本歯科保存学会専門医
日本歯科審美学会認定医
Tokyo Function and Esthetic Dentistry

スポンサードセミナー 1� 共催：エンビスタジャパン株式会社

明日の歯科医療を変革するDigital Solution

北原　信也
（TEAM東京　ノブレストラティブデンタルオフィス）
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　本講演では，「CT セグメンテーション」「顎運動データ」「顔貌（フェイススキャン）」を含む複数デー
タを統合したデジタルワークフローが，補綴設計の意思決定と臨床コミュニケーションにどのような価
値をもたらすのかを，Zirkonzahn システムを用いた具体的プロセスに沿って提示する．近年，IOS や
CBCT，フェイススキャンは臨床現場に広く普及しつつある一方で，それぞれが個別に利用されること
で，設計根拠が分断されやすく，審美・安全性・機能の整合に時間を要する場面も少なくない．そこで
本講演では，単なるデータの重ね合わせではなく，同一座標系で「見た目（顔貌）」「解剖学的制約（CT

セグメンテーション）」「動き（顎運動）」を同時参照しながら設計を進める考え方を整理する．
　具体的には，FaceHunter をはじめとするフェイススキャナーにより NHP 基準の顔貌 3D を取得し，
顔貌上で上顎歯列の三次元的位置関係を再現する．次に IOS を統合し，歯列形態と咬合平面・正中・ス
マイルラインなどの審美指標を共有可能な形で可視化する．さらに CBCT を取り込み，骨・歯牙・上顎
洞・下歯槽神経・気道等をセグメンテーションして，支持が期待できる領域と回避すべきリスク領域を
設計条件として明確化する．加えて顎運動データを統合し，咬頭嵌合位のみならず偏心運動時の干渉や
ガイダンスを設計段階で検討する．取得されたこれらの生体情報は Zirkonzahn.Modifier へ集約され，

"3D バーチャルペイシェント"として設計・評価に活用する．統合ワークフローにより，審美・安全性・
機能のトレードオフが早期に顕在化し，チェア・ラボサイドでの合意形成や患者説明の明確化に寄与し
得る．
　本講演では，Zirkonzahn.Modifier を中核とした統合設計環境において，複数データを一貫して扱うこ
とで設計判断の根拠を可視化・共有できる点を，症例と運用上の要点（取得条件，アライメント，誤差
要因）とともに提示し，臨床導入に資する実践的知見を提供する．

略　歴
2000 年　新東京歯科技工士学校卒業
 歯科技工士国家資格取得
2000 年　都内ラボ勤務
2007 年　Art­Oral Klaus Müterthies（ドイツ）
 UCLA Center for Esthetic Dentistry

 カリフォルニア州立大学ロサンゼルス校歯学部　審美歯科　留学
2010 年　Art­Oral Moscow（ロシア）勤務
2013 年　都内院内ラボ勤務
 Zirkonzahn Japan 公認インストラクター
2018 年　EMIRPRIME dental studio 設立

スポンサードセミナー 2� 共催：トーシンデンタル株式会社

CTセグメンテーションおよび顎運動・顔貌
（フェイススキャン）データを含む統合デジタル
ワークフローの臨床的価値
山崎　竜（EMIRPRIME dental studio）
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Fig. Ra measurement on the ntaglio surface
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　一般社団法人日本デジタル歯科学会第17回学術大会の開催に関する費用の一部については，上記企業
のご援助を戴きました．
　ここに厚く御礼申し上げます．

一般社団法人　日本デジタル歯科学会第 17 回学術大会
大会長　柏木　宏介

（一社）日本デジタル歯科学会第17回学術大会　協力企業一覧

株式会社アイキャスト
株式会社アイキャット
AVITA株式会社
株式会社イードクトル
医歯薬出版株式会社
Ivoclar Vivadent株式会社
エンビスタジャパン株式会社
株式会社オプテック
株式会社杏友会
クインテッセンス出版株式会社
クラレノリタケデンタル株式会社
クルツァー ジャパン 株式会社
株式会社 CARESソリューションセンター
コアフロント株式会社
株式会社歯愛メディカル
株式会社ジーシー
株式会社ジオメディ
株式会社シケン
ジャパンクオリティ株式会社
株式会社 松風
ジンヴィ・ジャパン合同会社
ストローマン・ジャパン株式会社
大榮歯科産業株式会社
ダイセル・エボニック株式会社
タカラベルモント株式会社

株式会社 DOFJAPAN

DGSHAPE株式会社
株式会社データ・デザイン
デンケン・ハイデンタル株式会社
株式会社デンタリード
株式会社デンタルデジタルオペレーション
デンツプライシロナ株式会社
東ソー株式会社
トーシンデンタル株式会社
株式会社トクヤマデンタル
ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
Hiクラテス株式会社
株式会社 hikari3D
株式会社ピュアリマーケティング
株式会社フォレスト・ワン
mappin株式会社
株式会社MetaMoJi

メディア株式会社
株式会社モリタ
YAMAKIN株式会社
山八歯材工業株式会社
株式会社ヨシダ
株式会社六甲歯研
和田精密歯研株式会社

（以上　五十音順）
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